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聴覚障害者への救命講習|
沖縄県比謝川行政事務組合ニライ消防本部l

~旦主主型開園

A手話通訳とパワ一ポイントを
併用した講義

A手話通訳と要約筆記を
併用した講義

今後もこの講習会を継続するとともに、身

体障害者の家族や視覚障害者に対する講

習会も検討し、すべての住民が安心して

暮らせる街づくりに努力します。

3 

区喜望里望胃

沖縄県内には約6，000人の聴覚障害者が認定さ
れていますが、彼らは病気や事故等の緊急時にコ

ミュニケーションがうまくとれないのではないか

/- と不安を抱えています。そこで、携帯電話のイン

ターネット機能を利用した緊急通報用Web119 
を構築中(運用開始予定11月頃)です。このシス
テムを利用したと仮定した聴覚障害者の救急対

応訓練が実施されました。その模様の一部をご

紹介いたします。 (2004年10月16日開催)

A聴覚障害者のために要約筆記者が
OHPを使用する。

企分かりゃすいように画用紙に文字を記入する。



企救急資器材を積載した電気自動車

特集「応急手当普及啓発活動の現状と課題⑫J(詳細p.8)

Aスタッフの事前講習風景

‘会場内のいたるところに
設置されているAED
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特集「応急手当普及啓発活動の現状と課題⑬J(詳細p.10)
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財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
は
、
消
防
機

関
の
救
急
救
命
士
の
養
成
を
主
た
る
目
的

と
し
て
平
成
三
年
五
月
に
設
立
さ
れ
、
来

五
崩
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

年
度
で

ま
す
。財
団
設
立
以
来
、
財
団
で
養
成
し
た
救

急
救
命
士
国
家
試
験
合
格
者
の
数
は
、
平

成
一
七
年
四
月
で
一

O
、
0
0
0
名
を
超

え
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
係
者
の

皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
救
急
救
命
士
の
業
務
、
処

置
範
聞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
を
は
じ
め

消
防
機
関
、
医
療
機
関
等
関
係
各
方
面
の

方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、
平
成
一
五
年
四

月
か
ら
の
医
師
の
包
括
的
指
示
下
で
の
除

細
動
、
平
成
一
六
年
七
月
か
ら
の
気
管
挿

管
の
実
施
に
続
き
、
来
年
四
月
か
ら
は
薬

剤
投
与
(
強
心
剤
で
あ
る
エ
ピ
ネ
プ
リ

ン
)
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
大
き
く
拡
大
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
救
急
救
命
士
の
養
成
機
関
も
、

こ
う
い
っ
た
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
の

拡
大
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
一

八
年
度
か
ら
の
新
規
養
成
課
程
に
お
き
ま

し
て
は
、
薬
剤
投
与
に
関
わ
る
講
習
を
含

め
た
新
規
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
に
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
現
行
六
か
月
間
の
養
成

期
間
を
一
か
月
程
度
延
長
す
る
と
と
も

に
、
東
京
研
修
所
に
お
い
て
前
期
・
後
期

各一二
O

O
名
、
九
州
研
修
所
に
お
い
て
は

後
期
の
み
二

0

0
名
、
合
計
で
年
間
八
0

0
名
の
新
規
養
成
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
九
州
研
修
所
に
お
き
ま
し
て

は
、
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
救
急
救
命
士

に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
薬
剤
投
与
の
実
施

の
た
め
に
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
、
新
規

養
成
需
要
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
薬

剤
投
与
追
加
講
習
を
本
格
的
に
実
施
し
、

年
間
八
0
0
名
程
度
養
成
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
本
格
実
施
に

先
立
ち
、
本
年
二
月
か
ら
九
州
研
修
所

に
お
き
ま
し
て
薬
剤
投
与
追
加
講
習
の
先

行
実
施
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す。
ま
た
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
救
急
救
命

士
国
家
試
験
が
年
一
回
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
東
京
研
修
所
で
は
、

前
期
研
修
生
に
対
し
ま
し
て
、
研
修
終
了

後
も
学
力
維
持
・
向
上
の
た
め
、
パ
ソ
コ

ン
通
信
に
よ
り
映
像
を
活
用
し
た
通
信
教

育
と
併
せ
個
別
指
導
を
継
続
す
る
な
ど
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
策
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
救
急
救
命
士
国
家
試
験
に
向
け
て

の
短
期
間
の
集
中
補
講
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

救
急
救
命
士
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
新
規
の

養
成
や
処
置
範
囲
の
拡
大
に
伴
う
追
加
講

争巻頭のことぱ

佐
野

治

制
救
急
振
興
財
団
理
事
長

瞳.，

習
等
の
需
要
に
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め

に
、
救
急
救
命
士
の
全
国
的
な
養
成
機
関

で
あ
る
財
団
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
引
き

続
き
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。当
財
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
救
急
業
務
の
高
度
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
従
来
か

ら
行
っ
て
お
り
ま
す
救
急
業
務
振
興
の
た

め
の
各
種
事
業
も
引
き
続
き
推
進
し
、
国

民
の
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
関
係
機
関

並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
の
一
一
層
の
ご
指

導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

7 
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ー
愛
知
万
博
に
お
け
る
救
急
塵
療
体
制
長
久
手
間
万
博
消
防
署
等
を
取
材
し
て
|

文
1

1

編
集
室

編
集
委
員

吉
田

宏

二
O
O五
年
三
月
二
五
日
、
「
自
然
の
叡
智
」
を
テ
!
マ
と
し
て
二

O
O五
年
日
本
国
際
博
覧
会
(
愛
知
万
博

・
愛
称
一
愛
・
地
球
博
)
が
、
=
二
か
国
西
国
際
機
関
が
参
加
し
一
八
五
日
間
の
日
程
で
開
幕
し
た
。

大
阪
万
博
以
来
、
三
五
年
、
ぷ
り
の
日
本
で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
の
愛
知
万
博
で
は
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
た
災
害
・
救
急
医
療
体
制
が
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
j

の
野
口
宏
教
授
を
中
心
と
し

て
整
備
さ
れ
た
。

今
回
は
、
開
催
期
間
中
に
特
設
さ
れ
た
長
久
手
町
万
博
消
防
署
及
び
博
覧
会
協
会
を
訪
問
し
、
特
に
救
命
講
習

普
及
啓
発
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

盟
A
E
D
の
設
置
と
ス
タ
ッ
フ
に
対
す

る
救
命
講
習
の
普
及
盟

愛
知
万
博
で
は
、
約
一

O
O
か
所
に
自
動
体
外
式

除
細
動
器
(
以
下
、
「
A
E
D
」
と
い
う
。
)
が
設
置

さ
れ
、
広
い
会
場
内
で
の
不
測
の
事
態
に
備
え
た
。

会
期
中
に
実
際
に
A
E
D
を
使
用
し
て
救
命
で
き
た

事
例
は
三
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
件
は
、
横

浜
市
立
大
学
の
医
学
生
が
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、

わ
が
国
初
と
な
る
一
般
市
民
の

A
E
D
使
用
に
よ
る

奏
功
事
例
で
あ
る
。

愛
知
万
博
協
会
職
員
、
協
会
警
備
隊
員
ら
約
一
、

四
O
O
人
の
ほ
か
に
清
掃
員
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
三

0

0
人
全
員
が
普
通
救
命
講
習
以
上
の
受
講
を
義
務
づ

け
ら
れ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
救
急
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

到
着
ま
で
の
空
白
時
間
を
埋
め
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
。
こ
れ
だ
け
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
に
普
通
救
命
講
習

以
上
を
修
了
さ
せ
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

8 救:患救命第15号

の
こ
と
に
つ
い
て
財
団
法
人
二

0
0
五
年
日
本
国
際

展
覧
会
協
会
会
場
管
理
室
の
高
木
厚
志
課
長
に
聞
い

て
み
る
と
、
「
協
会
警
備
隊
員
に
つ
い
て
は
、
採
用
し

て
か
ら
講
習
を
受
け
て
も
ら
う
の
で
は
大
変
な
の

で
、
普
通
救
命
講
習
以
上
を
修
了
し
た
方
を
採
用
す

る
と
い
う
条
件
を
採
用
段
階
か
ら
示
し
ま
し
た
」
と

の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
採
用
す
る
時
点
で
救
命
講

習
修
了
を
義
務
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は

閉
幕
ま
で
に
委
託
業
社
ご
と
に
消
防
機
関
等
に
出
向

い
て
救
命
講
習
を
修
了
し
て
き
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ

の
た
め
に
講
習
会
を
開
催
す
る
と
い
う
手
聞
が
か
か

ら
ず
、
効
率
よ
く
パ
イ
ス
タ
ン
ダ
l
の
育
成
が
行
え

た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
協
会
警
備
隊
員
一
、

0
0
0
人
の
う
ち
、



A
E
D
講
習
ま
で
修
了
し
て
い
る
の
は
三

O
O
人
程

度
で
あ
っ
た
。
準
備
段
階
の
昨
年
冬
に
は

A
E
D
を

含
め
た
救
命
講
習
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
全
員
が
受

講
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
以
降
に

救
命
講
習
を
受
講
し
た
り
、
会
期
中
に
講
習
を
受
け

た
り
と
、

A
E
D
設
置
の
効
果
を
高
め
る
措
置
を
講

じ
て
い
た
。

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
に
救
命
講
習
を
受
講
さ
せ
た
た

め
、
会
場
内
で
傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
は

協
会
警
備
隊
員
等
の
ス
タ
ッ
フ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
「
素
早
い

一
一
九
番
通
報
」
で
あ
る
が
、
会
場
内
か
ら
携
帯
電

話
等
で
一
一
九
番
に
通
報
す
る
と
、
会
場
内
に
設
置

さ
れ
た
消
防
署
で
は
な
く
会
場
外
の
近
隣
消
防
に
連

絡
が
入
っ
て
し
ま
う
た
め
、
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

う
。
連
絡
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
傷
病
者
の
容
態

を
把
握
し
て
警
備
無
線
若
し
く
は
内
線
電
話
で
会
場

内
の
協
会
指
揮
室
に
通
報
し
、
指
令
室
で
救
急
車
の

出
動
要
請
等
を
行
う
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
指
令
体

制
の
流
れ
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。

万
博
開
催
期
間
中
、
一
日
の
救
急
出
動
件
数
は
平

均
五
・
五
件
、
多
い
と
き
で
二
二
件
で
あ
っ
た
が
、

重
症
者
に
つ
い
て
は
救
急
車
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は

愛
知
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
会
場
外
の
医
療
機
関
に

搬
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
通
報
段
階
で

の
重
症
度
別
の
振
り
分
け
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
す
べ
て
が
応
急

手
当
を
行
え
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
「
手

当
が
で
き
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
傷
病
者
の

観
察
が
で
き
る
こ
と
」
と
高
木
課
長
は
一
言
う
。
意
識

レ
ベ
ル
や
出
血
の
程
度
な
ど
、
そ
の
場
で
観
察
し
た

状
況
が
報
告
さ
れ
た
た
め
、
ま
ず
は
通
報
段
階
で
救

急
車
を
出
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
か
な
い
か
の
判
断

が
正
確
に
で
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
現
場
に

出
動
す
る
救
急
医
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
救
急
救
命
士
も

状
況
を
把
握
し
た
事
前
準
備
が
で
き
、
傷
病
者
へ
の

接
触
後
も
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

効
果
が
生
ま
れ
た
。

盟
愛
知
万
博
に
お
け
る
特
徴
的
な
救
急

医
療
体
制
盟

愛
知
万
博
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
会
場
内
に
は

消
防
署
の
ほ
か
に
医
師
の
常
駐
す
る
三
つ
の
診
療
所

と
看
護
師
等
が
常
駐
す
る
五
つ
の
応
急
手
当
所
が
設

置
さ
れ
た
が
、
一
日
最
高
で
二

O
万
人
を
超
え
る
来

場
者
に
対
し
て
こ
れ
だ
け
の
救
急
医
療
体
制
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
野
口
宏
教
授
を
中
心
と
し

て
災
害
・
救
急
医
療
に
重
点
を
置
い
た
体
制
が
確
立

さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。

特
徴
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
救
急
資
器
材
を
積

ん
だ
電
気
自
動
車
に
乗
っ
て
救
急
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

現
場
に
急
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
電
気
自
動
車

隊
に
は
、
救
急
医
と
救
急
救
命
士
が
乗
る

M
D
隊、

救
急
救
命
士
が
乗
る

V
隊
が
あ
り
、
要
請
に
応
じ
て

出
動
す
る
と
と
も
に
、
平
時
に
は
さ
き
の
医
療
救
護

施
設
に
待
機
し
た
り
会
場
内
を
巡
回
し
て
い
た
。
愛

知
万
博
で
は
、
愛
知
県
内
の
救
急
医
・
救
急
救
命
士

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
多
数
参
加
し
て
い
た
。
来

場
者
で
ご
っ
た
返
す
広
い
会
場
内
で
、
い
ち
早
く
傷

病
者
に
接
触
す
る
た
め
、
車
両
幅
の
せ
ま
い
電
気
自

動
車
が
採
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

小
回
り
の
利
く
電
気
自
動
車
で
あ
る
が
、
や
は
り

混
雑
し
た
中
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
に
は
、
警
備
隊

員
等
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
応
急
手
当

を
身
に
つ
け
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
救
急
車
や
電
気

自
動
車
の
導
線
の
確
保
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

瞳
お
わ
り
に
輯

一
八
五
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
き
た
愛
知
万

博
も
、
九
月
二
五
日
を
も
っ
て
閉
幕
と
な
っ
た
。
国

内
外
か
ら
の
来
場
者
数
も
二
、
二

O
五
万
人
に
達
し

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
裏
に
は
、
従
来

に
な
い
独
自
の
救
急
医
療
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。

「
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
の
充
実
と
最
先
端
の
救
急
医

療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
安
心
し
て
来
場
者
の

方
々
も
見
学
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
高
木
課
長

は一一一一口、っ。

今
回
愛
知
万
博
で
実
施
さ
れ
た
、
ス
タ
ッ
フ
に
対

す
る
救
命
講
習
の
普
及
方
法
、
電
気
自
動
車
の
活
用

な
ど
、
今
後
の
参
考
に
な
っ
た
点
は
多
い
。
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事

ー
仙
合
市
消
防
愚
を
取
材
し
て
|

文
ー
ー
編
集
室

編
集
委
員

坂
口

晃

国
の
地
震
調
査
委
員
会
が
公
表
し
た
「
宮
城
県
沖
地
震
の
長
期
評
価
」
で
、
宮
城
県
沖
地
震
の
切
迫
性
が
指
摘

さ
れ
、
こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
仙
台
市
で
は
、
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
策
と
し
て
、
若
い
う
ち
か
う
応
急
手
当
を
身
に
付
け
て
危
機
管
理
意

識
・
自
主
救
護
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡
市
消
防
局
で
は
独
自
に
市
内
中
学
校
二
年
生
を
対
象
に

し
た
、
保
健
体
育
及
び
総
合
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
「
普
通
救
命
講
習
ジ
ュ
ニ
ア
コ

i
ス」

を
創
設
し
た
。

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
コ

i
ス
で
は
、
近
年
の
若
者
に
よ
る
冷
酷
な
事
件
に
鑑
み
て
、
応
急
手
当
を
通
じ
て
命
の
尊
さ

を
学
ん
で
も

5
う
と
い
う
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
コ
ー
ス
の
概
要
・
課
題
等
に
つ
い
て
、
仙
台
市
消
防
局
警
防
部
救
急
課
救
急
指
導
係
の
石
田
清
作
主
査
に
お

話
を
伺
っ
た
。

瞳
「
普
通
救
命
ジ
ュ
ニ
ア
コ

i
ス
」
の

概
要
瞳

た
気
持
ち
を
、
思
春
期
に
応
急
手
当
を
身
に
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

仙
台
市
消
防
局
で
は
、
平
成
六
年
か
ら
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
を
推
進
し
、
「
全
市
民
救
急
技
術
取
得

の
都
市
」
を
目
指
し
て
、
市
職
員
や
高
校
生
へ
の
普

及
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の

「
ジ
ュ
ニ
ア
コ

1
ス
」
は
、
普
及
年
齢
の
底
上
げ
を

期
待
し
て
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
立
ち
上
げ
ま

で
に
は
様
々
な
検
討
課
題
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
仙
台

市
消
防
局
警
防
部
救
急
課
救
急
指
導
係
の
石
田
主
査

仙
台
市
消
防
局
で
は
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
中
学
二
年
生
を
対
象
と

し
て
、
「
普
通
救
命
講
習
ジ
ュ
ニ
ア
コ

l
ス
」
を
平
成

一
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
コ

l
ス
で
は
、

近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地
震

に
備
え
て
、
自
主
救
護
能
力
を
高
め
る
こ
と
と
と
も

に
、
「
他
人
へ
の
思
い
や
り
」
、
「
命
の
大
切
さ
」
と
い
っ
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は
、
「
週
五
日
制
に
伴
う
授
業
時
間
圧
縮
の
中
で
、

三
時
間
の
普
通
救
命
講
習
を
授
業
の
中
に
組
み
込
む

の
は
困
難
で
し
た
の
で
、
総
合
学
習
の
時
間
や
保
健

体
育
の
時
間
を
使
っ
て
、
二
時
限
合
わ
せ
て
一

0
0

分
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

通
常
一
八

O
分
で
行
う
講
習
を
一

0
0
分
に
短
縮
し

た
場
合
、
講
習
内
容
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
出
て
く
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
石
田
主
査
は
、
「
通
常
の
講
習
会
で
あ
れ

ば
一

O
人
一
グ
ル
ー
プ
に
指
導
者
一
人
・
資
器
材
一

式
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー

ス
で
は
五
人
一
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
指
導
者
一
人
・

資
器
材
一
式
を
基
本
と
し
て
、
少
人
数
制
を
採
用
し

て
い
る
の
で
時
間
短
縮
の
問
題
を
補
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
」
と
話
す
。
し
か
し
、
こ
の
工
夫
が
逆
に

苦
労
し
た
点
で
も
あ
る
と
い
う
。
少
人
数
制
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
指
導
者
の
人
数
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
の
人
員
の
確



保
に
は
大
変
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
仙
台
市

消
防
局
で
は
、
制
仙
台
市
紡
災
安
全
協
会
に
応
急
手

当
普
及
啓
発
事
業
の
一
部
業
務
委
託
を
行
っ
て
お

り
、
常
時
八
名
の
職
員
が
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
人
数
が
足
り
な
い
。
こ
の
打

開
策
と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ

I
ス
計
繭
と
合
わ
せ
て

市
内
小
・
中
・
高
校
の
養
護
教
員
に
対
す
る
応
急
手

当
普
及
員
講
習
を
実
施
し
、
指
導
者
を
養
成
し
て
い

る
。
養
護
教
員
は
既
に
医
学
的
知
識
を
有
し
て
い
る

た
め
、
通
常
三
日
間
の
普
及
員
講
習
を
八
時
間
に
短

縮
し
、
三
年
計
画
で
す
べ
て
の
養
護
教
員
に
指
導
員

資
格
を
取
得
し
て
も
ら
い
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ

l
ス
で
の

指
導
員
の
不
足
を
補
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
講
習
会
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
も
、
昨
年

度
は
一
時
限
は
講
義
の
時
間
に
充
て
、
対
象
生
徒
全

員
を
集
め
て
視
覚
教
材
を
用
い
て
展
示
・
説
明
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
い
人
員
で
多
数
の
生
徒
に
対

応
す
る
と
い
っ
た
工
夫
も
凝
ら
し
て
い
る
。

醐
輔
教
青
馬
と
の

平
成
一
六
年
度
に
モ
デ
ル
校
一

O
校
を
指
定
し
て

試
行
的
に
開
始
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
コ

l
ス
」
で
あ
る

が
、
本
年
度
は
二

O
校
が
受
講
を
希
望
し
て
い
る
と

い
う
。
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
の
取
組
み

の
裏
に
は
、
教
育
局
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
ジ

ュ
ニ
ア
コ

I
ス
を
進
め
る
上
で
、
学
校
へ
の
紹
介
・

募
集
な
ど
の
直
接
的
な
や
り
取
り
は
教
育
局
主
導
で

行
っ
て
い
る
。
教
育
局
と
の
協
働
で
進
め
て
き
た
最

大
の
効
果
に
つ
い
て
石
田
主
査
は
こ
う
語
る
。
「
一

般
市
民
に

A
E
D
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
当
消
防
局
と
し
て
は
、
昨
年
の
予
算

要
望
の
段
階
で
、
各
部
局
に
対
し
、

A
E
D
設
置
に
係

る
予
算
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
教
育
局
が
一
番
反

応
を
示
し
て
く
れ
ま
し
て
、
本
年
六
月
一
日
を
も
っ

て
、
市
立
の
中
・
高
校
、
養
護
学
校
の
す
べ
て
に

A
E

D
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
教
師
自
ら
が

応
急
手
当
の
指
導
が
で
き
る
よ
う
養
護
教
諭
を
中
心

に
養
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
」

小
学
校
を
除
く
市
立
学
校
す
べ
て
に

A
E
D
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
関
係
者
の

A
E
D

講
習
の
受
講
が
際
だ
っ
て
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

盟
繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
瞳

講
習
は
、
中
学
二
年
生
の
保
健
体
育
の
中
で
心
肺

蘇
生
に
関
す
る
授
業
が
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ

i
ス
で
一

0
0
%
の
効
果
を
期
待

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
石
田
主
査
は
言
う
。
「
短

時
間
の
中
で
完
壁
に
覚
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
い

つ
ま
で
も
継
続
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な

い
で
し
ょ
う
。
実
際
の
指
導
で
は
、
一
般
の
方
の
講

習
と
違
っ
て
、
で
き
る
ま
で
実
技
指
導
す
る
と
い
っ

た
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
実
施
要
領
を
覚
え
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
命
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
い

っ
た
部
分
に
も
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
中
学
の
時

に一

0
0
%
で
き
な
く
て
も
、
高
校
に
入
っ
て
講
習

を
受
け
、
更
に
は
運
転
免
許
取
得
時
に
も
受
講
す
る

な
ど
、
社
会
に
出
る
年
齢
に
な
る
ま
で
に
繰
り
返
し

学
ぶ
こ
と
で
し
っ
か
り
と
定
着
し
た
も
の
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

受
講
す
る
生
徒
側
も
、
こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
コ

l
ス
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
時
点
で
は
バ
イ
ス
タ

ン
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
事
例
は
な
い
も
の

の
、
今
ま
で
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
大
人
が
や
る
も

の
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
「
い
ざ
と
い
う
時
に
は
自

分
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
講
習
を
受
け

て
み
る
と
意
外
と
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
気
が
し
て

き
た
」
、
「
命
を
助
け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
、
前
向
き
な
意
見
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
意
識
の
変
化
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。

消
防
局
で
も
こ
う
い
っ
た
気
持
ち
に
応
え
る
意
味

で
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ

l
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
修
了
証
を
作

成
し
、
一
人
ひ
と
り
に
交
付
し
て
い
る
。

瞳
お
わ
り
に

本
年
か
ら
は
普
通
救
命
講
習
に

A
E
D
の
取
扱
い

が
含
ま
れ
た
た
め
、
時
間
配
分
の
調
整
な
ど
新
た
な

課
題
も
出
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
仙
台
市
消
防
局

で
は
昨
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
方
針
を
示
し
て
い
る
。

若
年
層
の
残
忍
な
事
件
が
相
次
ぐ
現
代
社
会
の
中

で
、
思
春
期
を
迎
え
た
若
い
世
代
に
応
急
手
当
を
通

じ
て
命
の
大
切
さ
を
訴
え
、
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
コ

1
ス
。
時
間
な
ど

の
細
か
い
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
地
域
に
応
じ
た

形
で
全
国
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
石
田
主

査
は
語
る
。

若
い
う
ち
か
ら
の
積
み
重
ね
が
、
将
来
の
救
命
率

の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1 1 



瞳
基
礎
医
学
講
塵

救
急
救
命
一

の
実
際
と
割

薬
剤
投
与

策
に
関
し
て

日本医科大学救急医学教室・

高度救命救急センター

吉出竜介

山本保博

は
じ
め
に

平
成
一
八
年
四
月
よ
り
救
急
救
命
士
の
薬
剤
使
用
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
に
お
い
て
気
管
挿

管
及
び
包
括
的
指
示
下
の
除
細
動
と
併
せ
て
、
よ
り
高
度

な
業
務
内
容
が
期
待
さ
れ
る
時
代
に
突
入
し
た
と
い
え

る
。
平
成
三
年
八
月
の
救
急
救
命
士
法
の
施
行
以
来
一
五

年
を
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
搬
送
主
体
の
救
急
活
動
か
ら

現
場
で
の
救
命
を
目
的
と
し
た
処
置
の
実
施
へ
と
バ
イ
ア

ス
が
傾
い
た
感
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
救
急
業
務
の
高
度
化
に
伴
っ
て
活

動
基
準
が
複
雑
化
し
た
た
め
、
事
後
検
証
を
含
め
た
メ
デ

ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
強
化
が
よ
り
一
層
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
現
場
で
正
確
な
判

断
や
処
置
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
事
前
に
お
け
る
教
育

体
制
を
よ
り
一
層
徹
底
し
て
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
各
消
防
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
る
教
育
訓
練
体
制
で
は
今
回
の
業
務
高
度
化
へ
の
対
応

は
難
し
い
口

近
年
で
は
、
訓
練
機
器
と
し
て
模
擬
肢
や
高
度
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
l
・
マ
ネ
キ
ン
な
ど
が
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
て

い
る
た
め
、
そ
こ
で
特
に
こ
れ
ら
を
駆
使
し
た
新
た
な
る

模
擬
訓
練
(
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
)
の

方
策
を
た
て
る
こ
と
も
救
急
救
命
士
教
育
に
と
っ
て
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
薬
剤
投
与
の
実
際
と
訓
練
方
策
に
つ
い
て
述

べ
る
。

薬
剤
投
与
の
実
際

)
 
-(
 
薬
剤
投
与
対
象
傷
病
者
の
条
件

従
来
、
特
定
行
為
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
器
具
を
用
い

た
気
道
確
保
や
除
細
動
な
ど
は
心
肺
機
能
停
止
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
こ
の
定
義
は
救
急
救
命
士
法
施

行
規
則
に
そ
の
根
拠
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
平
成
九
年

七
月
三
日
消
防
救
第
一
六
七
号
消
防
庁
救
急
救
助
課
長

通
知
に
よ
っ
て
「
心
臓
機
能
停
止
ま
た
は
呼
吸
機
能
停

止
」
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
業
務
高
度
化
に
伴
い
気
管

挿
管
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
今
後
は
薬
剤
投
与
の
導
入
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
対
象
と
な
る
傷
病
者

の
病
態
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る

(表
1
)
。
先
だ
っ
て
導
入
さ
れ
た
気
管
挿
管
に
お
い
て

は
「
心
臓
機
能
停
止
お
よ
び
呼
吸
機
能
停
止
」
で
あ
る

が
、
今
回
の
薬
剤
投
与
に
あ
っ
て
は
「
心
臓
機
能
停
止
」

の
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
心
臓
機
能
停
止
状
態
で

あ
る
こ
と
の
確
認
は
従
来
通
り
、
音
山
識
が
な
く
頚
動
脈

を
触
知
し
な
け
れ
ば
心
臓
機
能
停
止
で
あ
り
、
確
認
後

は
心
肺
蘇
生
を
行
い
つ
つ
心
電
計
モ
ニ
タ
ー
で
心
室
細

動
/
無
脈
性
心
室
頻
拍
、
無
脈
性
電
気
活
動
(
以
下

P

各処置の対象となる傷病者の病態表1

医師からの指示

包括的指示全自動式除細動

具体的指示

救宗教命第15号

応適置処

心胆機能停止

l臓機能停1主主昆
呼吸機能停止

止

止

停

停
能
主
能

機
む
機

臓
h
h
吸

心

i
呼

12 

心盤機能停止薬剤投与

E
A
)
ま
た
は
心
静
止
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
確
認
す

る。

器具を用いた気道確保

ラJン仇マスク
*食道閉鎖式エアウェイ

ま
た
、
薬
剤
投
与
対
象
傷
病
者
の
条
件
は
八
歳
以
上

と
さ
れ
て
い
る
が
、
心
臓
機
能
停
止
状
態
で
は
特
に
緊

急
度
が
高
い
た
め
、
直
ち
に
傷
病
者
の
年
齢
が
確
認
で

き
な
い
場
合
は
現
場
で
対
応
し
て
い
る
救
急
救
命
士
の

主
観
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。

ま
た
、
特
に
薬
剤
投
与
の
適
応
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
に

て
心
静
止
波
形
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
心
停
止
の
自
撃

者
の
存
在
が
必
須
と
さ
れ
る
(
表
2
)
。
例
え
ば
「
倒

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
て
発
見
し

た
」
の
は
発
見
者
で
あ
り
目
撃
者
で
は
な
い
。
ま
た
一

般
市
民
の
判
断
の
た
め
心
停
止
が
厳
密
で
あ
る
必
要
は

な
く
、
つ
ま
り
「
外
で
「
ド
ス
ン
』
と
音
が
し
た
の
で

行
っ
て
み
る
と
人
が
倒
れ
て
い
た
」
「
吋
ウ
l
ッ
』
と
言

静脈路確保



っ
た
ま
ま
動
か
な
く
な
っ
た
」
「
『
胸
が
苦
し
い
」
と
い

っ
て
意
識
が
な
く
な
っ
た
」
な
ど
は
心
停
止
時
の
自
撃

者
で
あ
る
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
口

ω
薬
剤
投
与
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

一
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
(
図
1
)

心
電
計
モ
ニ
タ
ー
を
装
着
し
、
心
停
止
の
波
形
確

認
を
行
う
ま
で
の
隊
活
動
は
従
来
通
り
で
あ
る
。
も

し
も
心
室
細
動
/
無
脈
性
心
室
頻
拍
で
あ
れ
ば
除
細

動
プ
ロ
ト
コ

l
ル
に
期
り
こ
れ
を
行
う
(
図
1
ω
)
。

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に

P
E
A
ま
た
は
目
撃
者
の
い

る
心
静
止
で
あ
れ
ば
、
薬
剤
投
与
の
た
め
の
静
脈
路

確
保
を
行
い
エ
ピ
ネ
プ
リ
ン
一
時
を
投
与
す
る
(
図

1
ω
)
。
も
ち
ろ
ん
除
細
動
や
薬
剤
投
与
に
て
心
拍

再
開
す
れ
ば
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
し
直

ち
に
搬
送
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
除
細
動
を
施
行
し

て
逆
に

P
E
A
ま
た
は
心
静
止
に
移
行
し
た
場
合
で

は
前
述
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
つ
ま
り
静
脈
路
を
確
保

し
薬
剤
投
与
を
行
う
。

表2 薬剤投与の対象となる傷病者の条件

8歳以上(推定体重25旬以上)の心臓機能停止傷病者のう

ち、以下のいずれかに該当するもの

目撃者の有無 確認方法

*心室細動
*モニター

*無脈性心室頻拍 潤わない
*頚動脈触知

無脈性電気活動
*循環のサイン

心静止 要目撃者

P
E
A
や
目
撃

者
の
い
る
心
静
止

の
場
合
、
一
回
目

の
薬
剤
投
与
後
に

搬
送
を
開
始
す
る

(図
1
ω
)
。
心
室

細
動
/
無
脈
性
心

室
頻
拍
で
徐
細
動

後
、
薬
剤
投
与
し

て
も
ま
だ
心
室
細

動
/
無
脈
性
心
室

頻
拍
が
持
続
し
て

い
た
ら
、
そ
こ
で

一
回
除
細
動
を
施

行
し
、
結
果
の
い

か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
搬
送
を
開
始
す
る

(図
1
糾)。

目
撃
者
が
い
な
い
心
静
止
例
は
薬
剤

投
与
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
通
常
の
心
肺
蘇
生
(
図
1
同
)
に

て
心
室
細
動
/
無
脈
性
心
室
頻
拍
ま
た

は
無
脈
性
電
気
活
動
に
変
化
し
た
な
ら

ば
、
以
後
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ト
コ

I
ル

が
適
用
さ
れ
る
た
め
除
細
動
や
薬
剤
投

与
が
可
能
と
な
る
。

i心室細動/無脈性心窓頻拍 z
屯 H....・w;ww・H・……:、
i除細動プロトコーノレ |、 J

(同波形継続)

手
技
上
の
注
意

薬
剤
を
投
与
す
る
場
合
は
、
そ
の
適

応
を
述
べ
投
与
の
具
体
的
指
示
を
受
け

る
。
連
絡
手
段
は
無
線
電
話
等
を
用
い

る
が
、
そ
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
医
師
(
以
下
オ
ン

ラ
イ
ン

M
C
医
)
と
回
線
を
保
持
し
た

状
態
で
処
置
を
続
行
す
る
。
薬
剤
投
与

が
複
数
回
に
わ
た
る
場
合
で
も
、
そ
の

都
度
毎
回
投
与
直
前
に
具
体
的
指
示
を

受
け
、
頚
動
脈
拍
動
が
触
知
さ
れ
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
投
与
す
る
。

現
場
に
家
族
や
関
係
者
な
ど
が
い
れ

ば
処
置
の
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め
る

が
、
も
し
誰
も
い
な
け
れ
ば
現
場
で
の
救
急
救
命
士

の
裁
量
と
オ
ン
ラ
イ
ン

M
C
医
の
助
言
に
よ
っ
て
判

断
す
る
。

静
脈
路
確
保
に
要
す
る
時
間
は
一
回
九

O
秒
以
内

で
あ
り
、
原
則
一
回
の
み
で
は
あ
る
が
、
最
大
三
回

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
再
確
保
試
行
時
は
、
前
回

使
用
し
た
静
脈
の
末
梢
側
で
の
穿
刺
は
行
わ
な
い
。

ま
た
、
投
与
可
能
な
薬
剤
は
一
回
に
つ
き
エ
ピ
ネ
フ

医師による具体的指示

病院到着

図1

リ
ン
昭
で
あ
り
、
剤
型
は
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
式
シ
リ

ン
ジ
タ
イ
プ
の
あ
ら
か
じ
め
薬
剤
が
満
た
さ
れ
て
い

る
も
の
を
用
い
る
。

次
に
、
薬
剤
投
与
直
後
は
乳
酸
リ
ン
ゲ
ル
液
二

O

M
程
度
を
全
開
ま
た
は
後
押
し
で
投
与
し
、
輸
液
チ

ュ
ー
ブ
内
の
薬
液
を
迅
速
に
体
内
注
入
す
る
。
そ
の

後
は
投
与
し
た
肢
を
一

0
1
二
O
秒
挙
上
す
る
が
、

こ
れ
で
よ
り
早
く
静
脈
内
の
薬
液
が
心
臓
ま
で
達
す

る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
は
穿
刺
部
を
入

念
に
観
察
し
、
薬
液
の
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

13 



匡E

PEAの原因検索

一一一↓
i原因除去、根治的治療|

無脈性電気活動 (PEA)への対応図2

る

表3 念頭におくべき鑑別疾患

病態 置処

*循環血液量減少、出血

*低酸素血症

*代謝性アシドーシス

*高カリウム血症

*低{本温

*薬物中毒

*心タンポナーデ

*緊張性気胸

*心筋梗塞

*肺血栓塞栓

*低血糖/高血糖

*外傷

薬
剤
投
与
時
も
心
肺
蘇
生
を
継
続
さ
せ
る
が
、
投

与
一
分
後
に
は
モ
ニ
タ
ー
波
形
の
観
察
、
頚
動
脈
拍

動
の
触
知
を
行
い
、
薬
効
を
確
認
す
る
。

全
身
観
察
と
情
報
聴
取

心
停
止
状
態
は
最
も
緊
急
度
が
高
い
病
態
で
あ

り
、
薬
剤
投
与
等
を
含
む
心
肺
蘇
生
の
続
行
が
最
優

先
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
心
肺
蘇
生
を
妨
げ
な
い
よ

う
に
し
な
が
ら
、
で
き
う
る
限
り
の
全
身
観
察
を
し

て
心
停
止
に
至
っ
た
原
因
を
検
索
す
る
。

特
に
P
E
A
の
場
合
で
は
心
停
止
に
至
っ
た
原
因

が
あ
り
、
そ
れ
を
除
去
し
な
い
限
り
心
拍
再
開
は
望

め
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
心
肺
蘇
生
と
平

行
し
て
原
因
除
去
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
(
図

2
)
。
原
因
と
対
策
を
表
3
に
記
す
。

ま
た
、
現
場
滞
在
時
間
を
短
縮
す
る
目
的
で
搬
送

開
始
後
に
全
身
観
察
・
情
報
収
集
を
行
う
が
、
蘇
生

:輸液、輸血、止血

:濫霊祭投与と換気

:炭酸水素Na、換気

: CaCI2、炭酸水素Na..ブドウ糖インスリン

各種復温

:同定、胃洗浄、血液浄化

:心嚢穿粥

:胸腔穿刺

:心臓カテーテル検査、線溶療法

:造影検査、線溶療法

ブドウ糖/インスリン、輸液

気道確保、呼吸・循環管理

処
置
を
中
断
し
な
い
で
す
む
場
合
な
ら
ば
傷
病
者
接

触
後
す
ぐ
に
こ
れ
を
行
う
。

)
 
-(
 

薬
剤
投
与
の
訓
練
方
策

技
能
の
伝
え
方

救
急
医
療
の
現
場
で
は
、
迅
速
な
業
務
遂
行
が
要
求

さ
れ
る
。
こ
の
行
動
様
式
の
原
動
力
に
は
「
知
識
と
し

て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」
と
「
運
動
技
能
(
身
体
能

力
)
」
の
二
つ
が
大
い
に
関
係
す
る
。
つ
ま
り
「
頭
で

分
か
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
手
技
が
行
え
る
こ
と
」
の

二
つ
の
要
素
を
的
確
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な

る。
ま
た
、
こ
れ
ら
実
践
的
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に

は
次
の
四
項
目
の
履
修
が
必
要
に
な
る
。

1

知
識
(
知
識
と
し
て
身
に
付
け
る
こ
と
)

2

技
術
(
技
術
と
し
て
身
に
付
け
る
こ
と
)

3

知
識
+
技
術
(
知
識
と
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、

定
型
的
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
習
得
す
る
こ
と
)

(田中・ブレホスピ9ルケア2∞5一部改編)

図3 薬剤投与訓練

表4

幅釘投与追加講習の概略

蓋茎 時間

- 人形を用いた基本手技 18 の実習

• OSCEを用いた薬剤投
42 与プロトコール実習

. 1金且の静脈路確保と
50 

薬剤投与を目標

小計(時間) 110 

14 

(田中:プレホスピ告ルケア2005一部改編)

救:患救命第15号
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塞t主

隆主塑1

時間

1.プレテスト 1 

2.薬剤投与に必要な構造と機能 10 

3.心肺停止前後の病態 6 

4.薬剤投与が適応となる心停止の病態 6 

5.薬剤投与の基礎 31 

6.薬剤投与の実線 10 

7.薬剤投与のプロトコール 20 

8.薬剤投与とメデイカルコントロール 6 

9薬剤投与と生命倫理 4 
10.薬剤投与に関するriskmanagement 13 

11.筆記試験 3 

小計(待問) 110 

応
用
問
題
(
知
識
と
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
非

定
型
的
な
病
態
に
対
し
判
断
・
処
置
を
行
う
こ

と
)

4 ー
は
、
例
え
ば
気
管
挿
管
に
お
い
て
、
そ
の
適
応
が

「
心
臓
機
能
停
止
状
態
及
び
呼
吸
機
能
停
止
」
で
、
「
窒

息
な
ど
気
道
異
物
」
が
そ
の
原
因
病
態
と
し
て
強
く
疑

わ
れ
る
場
合
な
ど
で
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る。
2
は
、
例
え
ば
気
管
挿
管
が
迅
速
、
安
全
、
確
実
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
技
術
を
養
成
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
実
際
の
実
技
訓
練
に
よ
っ
て

習
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

3
は
、
前
記
の

1
・
2
を
統
合
し
、
実
際
の
処
置
の

流
れ
の
中
で
傷
病
者
の
容
態
を
観
察
し
、
そ
の
結
果
を

ど
う
判
断
し
、
次
に
ど
の
処
置
を
選
択
す
る
か
、
と
い

う
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

4
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
中
で
処
置
を
進
め
て
い
っ



た
場
合
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
か
ら
外
れ
た
り
、
あ
る
い
は

プ
ロ
ト
コ

l
ル
に
な
い
判
断
・
処
置
に
迫
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
が
多
々
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
判
断
、

代
替
処
置
の
選
択
等
の
応
用
問
題
を
解
く
こ
と
で
あ

る。ω
薬
剤
投
与
講
習
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

日
本
語
で
簡
単
に
言
え
ば
模
擬
訓
練
で
あ
る
。
消
防

の
他
の
組
織
で
行
う
救
助
・
消
火
訓
練
な
ど
と
同
様
で

あ
る
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る
訓
練
機
器
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
l
・
マ
ネ
キ
ン
な
ど
が
あ
る
(
写
真
1
1

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
救
急
救
命
士
の
薬
剤
投
与

訓
練
で
は
、
ま
ず
座
学
(
知
識
)
と
訓
練
(
静
脈
確
保

の
技
術
習
得
)
を
行
う
。
こ
の
場
合
の
技
術
習
得
は
模

"..... シミュレーターのパソコン直亘

擬
肢
を
用
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
知
識

と
技
術
を
併
せ
て
プ
ロ
ト
コ

l
ル
通
り
の
定
型
的
な
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

l
を
用
い
て
体
得
す

る
。
そ
の
上
で
次
は
チ
l
ム
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で

各
種
志
用
事
例
に
お
け
る
対
応
を
学
ぶ
よ
う
に
す
る
と

い
う
、
三
段
階
的
な
訓
練
の
施
行
が
勧
め
ら
れ
る
(
国

3
)
。

四
薬
剤
投
与
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
シ
ナ
リ
オ
・
ト
レ

i
ニ
ン
グ

写真1

成
す
る
。

例
え
ば
心
室
細
動
が
出
現
し
て
い
て
除
細
動
を
行
っ
た

後
、
器
具
に
よ
る
気
道
確
保
は
気
管
チ
ュ
ー
ブ
に
す
る
か

ど
う
か
、
静
脈
路
確
保
し
て
エ
ピ
ネ
プ
リ
ン
投
与
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、
ま
た
い
つ
搬
送
開
始
し
た

ら
よ
い
か
な
ど
各
場
面
に
応
じ
て
細
か
く
シ
ナ
リ
オ
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
細
か
く
多
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
い
る
こ
と

で
、
実
際
の
現
場
で
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
病
態
が
網
羅

で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
シ
ナ
リ
オ
作
成
に
あ
た
っ
て

は
よ
り
現
実
的
で
実
用
的
な
流
れ
を
十
分
に
検
討
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
は
地
域

M
C協
議
会
な
ど
に

よ
っ
て
シ
ナ
リ
オ
内
容
の
医
学
監
修
を
受
け
る
こ
と
も
勧

め
ら
れ
る
。

表
5
に
シ
ナ
リ
オ
の
一
例
を
記
す
。

*気管持管の適応力言える 1*気管精密ブロトコーjレ
*気管挿管のon-lineMCー十 . sniffing position、BURP、Cormack1 

視診:胸部挙上(+)

聴診:開)@苦言(ー)、胸部4点聴診、「心マ再開」

チューブ鐙り(+)、1)ザJI.ー膨らみ(+)

・費量手軽投与確認

-二次縫認 (EDDなど)

*気管チューブ内気道吸ヲ|一一一一一一一一・*破砕餅菓子を除去し換気良好となる

シナリオの一例
状況 観祭・処鐙I質問

*76歳男生。現場には食物散乱 *スタンダードブレコーシヨン

*自宅より窓識が芯いと119番通報

*目撃者(-)、bystand巴トCPR(-)*怒誠、呼吸、循腐の確認 *呼吸(-)、頚動脈蝕知(ー)

*(酸素+BVM)送気 *胸部挙上(ー)

*再気道確保、再送気 *胸部挙上(ー)

*ハイムリック(喉頭鏡+マギル)一一令*異物除去(餅菓子)

*自発呼吸の確認 *呼吸(ー)

*(酸素+BVM)送気 *胸宙博上(+)も換気やや不十分

*CPRしながら除細動器モニター装着 *縮広QRS、50/min、頚動脈(ー)

薬
剤
投
与
追
加
講
習
の
概
略
を
表
4
に
示
す
が
、
実
技

一一

0
時
間
の
う
ち
技
術
習
得
に
計
六

0
時
間
が
費
や
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

半
分
以
上
は
模
擬
肢
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

1
・
マ
ネ
キ
ン
の

使
用
を
必
要
と
す
る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
気
管
挿
管
や

薬
剤
投
与
の
資
格
取
得

に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら

マ
ネ
キ
ン
な
ど
が
必
須

の
器
材
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る。
次
に
こ
れ
ら
器
材
を

用
い
た
細
か
い
訓
練
用

の
シ
ナ
リ
オ
の
作
成
が

必
要
と
な
る
。
薬
剤
投

与
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
シ

ナ
リ
オ
で
は
、
そ
の
対

象
と
な
る
訓
練
者
は
す

で
に
気
管
挿
管
講
習
修

了
者
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
た
め
徐
細
動
、
挿

管
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る

傷
病
者
の
容
態
を
前
提

と
し
て
シ
ナ
リ
オ
を
作

鋭喜望所ffi!・処E塁内務

表5

*気道異物を疑う

*気道開通

*1じ1臓機能停止及び呼吸機能停止
*PEA 

本器具を用いた気道確保

15 

*薬剤投与の適応が言える *薬剤投与ブロトコール j通話悶線継続保持

*薬剤投与のon-lin巴MC-+ ・確保静脈問閤!こ輸液漏れなし

頚動脈狛勤勉知せ?

エビネフリン1冊glV

割問後りンゲMome後押し、上波挙よ約2時間
‘約1分程度CPR継続

-頚動脈拍動、モニター波形餓襲警

*モニターにてVF波形出現、頚動脈(ー)

*除細動ブロトコール

外用~ò付言語、 ICD、胸毛、絢自主1置潤、装飾品?

。単籾波 (200.300.360J)

-安全確認、 f設終波形確認
.VF持続:

3回終了後、波形、

*モニター波形変化あり *洞調律

*循環の確認 *頚動脈蝕知(+)

*vital sign *血圧9O/50mmHg、脈110/分、呼吸(ー)

*BVMによる人工呼吸 *12/分 (1@]/5秒)の換気

*MC医に報告、その後のon-lin巴MCを仰ぐ

*初診医へ申し送り

*薬剤投与

*既往歴聴取:脳梗塞(片麻痩あり)

*草案剤1回目投与後搬送開始 *CPR継続し車内収容

*VF *除細勤の適応が震える

*包括的指示下の除細勤

*Ii)拍再開

*病院到活
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は
じ
め
に

救
急
救
命
東
京
研
修
所
で
は
、
全
国
の
消
防
本
部
か
ら

推
薦
さ
れ
た
三

O
O
人
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
全
寮
制
で

六
か
月
間
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

当
研
修
所
は
、
高
度
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
に
必
要

な
基
礎
医
学
及
ぴ
臨
床
医
学
、
さ
ら
に
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
(
模
擬
実
習
)
、
臨
床
実
習
、
救
急
自
動
車
同
乗
実

習
等
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
、
技
術
を
習
得
さ
せ
、
現

場
に
即
し
た
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
こ
と
と
、
救
急
救

命
士
国
家
試
験
に
合
格
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
表
1
の

と
お
り
で
す
。

今
回
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
集
大
成
と
し
て
位
量
づ

け
て
い
る
、
総
合
想
定
訓
練
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

2 

総
合
想
定
訓
練
実
施
要
領

)
 

1
Bム(
 
目

的

前
述
し
た
と
お
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
の
集
大

成
と
し
て
、
想
定
に
基
づ
く
出
場
か
ら
医
師
引
継
ぎ
ま

で
の
一
連
の
活
動
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
に

即
し
た
活
動
が
で
き
る
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

提‘

(2) 

対
象
者

全
研
修
生
三

O
O
人
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
三

人
で
救
急
隊
を
編
成
し
て
、
必
ず
救
急
救
命
士
役
(
隊

長
)
を
選
定
し
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
確
認
を
受
け

ま
し
た
。

同
訓
練
確
認
要
領

各
訓
練
会
場
に
教
授
、
教
官
を
配
置
し
、
調
練
想
定

に
基
づ
く
傷
病
者
の
症
状
変
化
等
を
付
与
し
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。
訓
練
活
動
時
間
を
二

0
分

間
と
し
、
活
動
に
つ
い
て
の
検
討
時
間
を
一
五
分
間
設

け
て
実
施
し
ま
し
た
。
検
討
会
で
は
、
教
授
が
主
に
医

学
的
見
地
に
基
づ
く
指
導
を
、
教
官
か
ら
は
現
場
に
即

し
た
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
し
ま
し
た
。
主

な
確
認
項
目
に
つ
い
て
は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

同
訓
練
想
定

内
因
性
疾
患
を
一
一
想
定
、
外
因
性
疾
患
を
七
想
定

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
般
市
民
が
A
E
D
を
扱

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
パ
イ
ス
タ
ン
ダ

I
が

A
E
D
を
操
作
中
に
救
急
隊
が
到
着
し
た
と
い
う
想
定

を
新
た
に
設
け
、
処
置
等
の
引
継
ぎ
状
況
を
確
認
し
ま

し
た
。ま
た
、
す
べ
て
の
想
定
に
つ
い
て
、
迅
速
性
に
欠
け

る
行
動
や
誤
っ
た
処
置
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
傷
病
者

の
容
態
が
悪
化
し
、
逆
に
迅
速
、
適
切
な
処
置
が
継
続

さ
れ
て
い
れ
ば
、
容
態
変
化
は
少
な
く
な
る
た
め
、
現

場
滞
在
時
聞
が
短
く
な
り
、
早
期
に
病
院
収
容
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

同
訓
練
実
施
結
果

当
研
修
所
独
自
の
「
救
急
活
動
記
録
票
」
を
作
成
し
、

救
命
士
(
隊
長
)
を
担
当
し
た
研
修
生
に
訓
練
の
実
施

野

16 数意救命第15号

シミュレーション内容

l頁 自 実 習 内
笹rデマτ

気道確保人工呼吸・心臓マ

救急処置の基本 ッサージ、 補助呼吸・観察、

着手要領等

除細動・器具を用いた気道確

特定行為等の基本 保静脈路確保・トラブル対

応要領等

内因性観察処置
観察要領・身体所見の診方・

病態に翌日した活動要領 等

観察要領・身体所見の診方・

外国性観察・処置 全脊柱国定ヘルメット離脱

-ショックパンツ等

想定基本訓練
傷病者の病態に基づく観察、

判断、処置能力の習得

想定に基づき、出場か5医師
総合想定訓練 引継ぎまでの一連の活動につ

いて確認

表1

重点確認項目

多様な傷病者に対する観察・処置要領

重症度緊急度の判断要領

特定行為等の処置要領

医師との連携要領

隊員相互間及び他隊との連携要領

傷病者の医師引継ぎ要領

家族等に対する接遇要領

結
果
と
し
て
記
録
さ
せ

ま
し
た
。
「
救
急
活
動

記
録
票
」
の
内
容
は
、

救
急
救
命
士
法
施
行
規

則
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
る
「
救
急
救
命
処
置

録
の
記
載
事
項
」
の
他

に
、
傷
病
者
の
観
察
結

果
に
基
づ
く
救
急
隊
の

判
断
と
処
置
、
心
電
図

モ
ニ
タ
ー
の
添
付
、
検
討
会
で
の
指
導
事
項
な
ど
が
記

録
で
き
る
様
式
に
し
ま
し
た
。

救
急
活
動
記
録
票
は
、
実
際
に
訓
練
の
確
認
を
行
っ

た
教
官
が
確
認
し
、
記
載
内
容
や
検
討
会
で
の
指
導
事

項
に
つ
い
て
の
補
足
な
ど
を
記
載
し
、
卒
業
後
、
実
際

に
救
命
士
と
し
て
作
成
す
る
際
の
参
考
に
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
研
修
生
に
授
与
し
ま
し
た
。

表2



3 

訓
練
の
公
開
に
つ
い
て

総
合
想
定
訓
練
を
平
成
一
七
年
七
月
五
日
例
か
ら
八
日

働
ま
で
及
び
一
一
日
側
か
ら
一
四
日
嗣
ま
で
の
八
日
間
に

わ
た
っ
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
七
月
一
一
日
側
か
ら
一
四

日
側
ま
で
の
三
日
間
を
一
般
公
開
日
と
し
て
様
々
な
方
々

に
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
研
修
生
の
所
属
の
上
司
、

先
輩
だ
け
で
な
く
、
研
修
所
の
近
所
の
小
学
生
、
大
学
で

救
急
救
命
士
養
成
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
及
ぴ
養
護

施
設
に
勤
務
す
る
看
護
師
な
ど
三
日
間
で
約
六

O
O名
も

の
多
く
の
方
に
ご
来
所
い
た
だ
き
、
救
急
救
命
士
の
業
務

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

4 

最
後
に

訓
練
を
終
え
た
研
修
生
に
感
想
を
開
く
と
「
非
常
に
緊

張
し
た
。
」
「
机
上
で
は
理
解
し
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
。
」
「
自
分
の
考
え
を
、
家

族
や
医
師
に
伝
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
」
「
自
分
の
隊
員
に

指
示
、
命
令
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
」
「
消
防
隊
と
う
ま
く
連

携
で
き
な
か
っ
た
。
」
な
ど
、
救
急
救
命
士
だ
け
が
行
え
る

手
技
に
対
す
る
も
の
よ
り
、
全
体
の
活
動
を
円
滑
に
効
率

よ
く
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
困
難
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

個
々
の
手
技
に
つ
い
て
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
授

業
や
、
課
業
外
で
の
自
主
訓
練
等
で
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
実
際
の
現
場
活
動
を
想
定
し
た
訓
練
と

な
る
と
、
や
は
り
現
場
で
の
経
験
が
生
き
て
く
る
と
忠
わ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
入
所
し
て
く
る
研
修
生
は
年
々
平
均
年
齢
が

若
返
っ
て
お
り
、
以
前
の
研
修

生
に
比
べ
十
分
な
経
験
を
積
む

こ
と
な
く
研
修
を
受
け
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
今
後
も
こ
の

状
態
が
続
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
研
修
所
と
し

て
は
よ
り
一
層
現
場
に
即
し
た

訓
練
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、
「
現
場
で
使
え
る
救
命
士
」

を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意地
ま7c
室 ~J\
E学
長生
授の
義見
古学
中
村

築
宏

訓練の模様

平
成
一
七
年
七
月
一
一
日
か
ら
の
三
日
間
、
救
急
救
命

東
京
研
修
所
に
お
い
て
、
総
合
想
定
訓
練
(
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
)
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
地
元
八
王
子
市
立
南

大
沢
小
学
校
の
四
年
生
六
八
人
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

救
急
救
命
普
及
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
小
学
生
達
は
、
当

研
修
所
所
長
か
ら
研
修
所
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、

展
示
室
に
あ
る
救
急
車
積
載
資
器
材
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

子
供
達
は
、
初
め
て
見
る
救
急
車
積
載
資
器
材
の
多
さ

に
驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。
病
院
で
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
よ
う
な
資
器
材
が
、
実
際
に
マ
ネ
キ
ン
に
施
し

て
あ
る
様
子
を
真
剣
に
見
入
っ
て
お
り
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
等
の
資
器
材
の
説
明
文
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
い
よ
い
よ
体
育
館
で
実
施
し
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
見
学
す
る
た
め
に
研
修
所
内
を
移
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
始
め
に
子
供
達
に
「
お
・
か
・
し
」

の
約
束
を
話
し
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、
み
ん
な
静
か
に
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
何
の
こ
と
か
お
分
か
り

い
た
だ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
ご
説
明
し
ま
す
が
、

お
か
し
の
「
お
」
は
、
お
さ
な
い
(
押
さ
な
い
)

お
か
し
の
「
か
」
は
、
か
け
な
い
(
駆
け
な
い
)

お
か
し
の
「
し
」
は
、
し
ゃ
ぺ
ら
な
い

の
意
味
で
、
消
防
職
員
が
小
学
生
や
幼
稚
園
児
童
等
に
対

し
避
難
訓
練
の
際
に
説
明
す
る
時
に
使
う
も
の
で
す
。

移
動
の
途
中
で
、
当
研
修
所
に
三
か
所
あ
る
視
聴
覚
教

室
に
立
ち
寄
り
、
そ
こ
で
研
修
部
課
長
補
佐
か
ら
、
身
体

の
仕
組
み
ゃ
応
急
処
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式

で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
血
液
の
働
き
や
脳
へ
酸
素
を
運

ぶ
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を
、
小
学
生
達
は
食
い
入
る
よ
う
に

開
い
て
お
り
、
小
学
生
か
ら
も
「
血
管
は
何
本
で
す

か
?
」
、
「
心
臓
が
止
ま
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
す

か
?
」
な
ど
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
真
剣
さ
が
私
達
に
も

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

視
聴
覚
教
室
に
あ
る
人
体
模
型
を
横
目
に
見
な
が
ら
、

い
よ
い
よ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
会
場
で
あ
る
体
育

館
へ
移
動
し
ま
し
た
。

消
防
や
医
療
の
関
係
者
が
大
勢
い
る
体
育
館
の
中
に
場

違
い
な
小
学
生
が
二
列
で
整
然
と
入
っ
て
来
た
こ
と
で
、

小
学
生
達
に
一
種
異
様
な
眼
差
し
が
注
が
れ
ま
し
た
が
、

小
学
生
達
の
真
剣
さ
が
体
育
館
内
に
い
る
大
人
達
に
も
伝

わ
っ
た
よ
う
で
、
最
後
に
は
小
学
生
に
負
け
な
い
よ
う
に

と
大
人
達
も
と
て
も
真
剣
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
当
研
修
所
に
送
ら
れ
て
き
た
小
学
生
達
の
感
想

文
と
壁
新
聞
に
は
、
道
路
一
本
隔
て
た
隣
の
建
物
の
中

で
、
救
急
救
命
士
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る

救
急
隊
員
が
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
引
率
し
て
来
ら
れ
た
教
諭
の
方
か

ら
も
、
当
研
修
所
の
研
修
施
設
や
研
修
風
景
を
実
際
に
見

て
、
「
こ
ん
な
ご
近
所
に
こ
の
よ
う
な
立
派
な
研
修
施
設

が
あ
り
、
救
急
救
命
士
を
養
成
し
て
い
る
こ
と
を
今
ま
で

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
ま
だ
当
研
修
所
が
地
域
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
を
痛
感
し
、
今
後
と
も
地
域
に
対
し
当
研
修
所
の
役

割
や
責
任
等
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
中
で
当
研
修
所
が
正
し
く
御
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

シミュレーションの見学

いただいた感想文の一部

17 
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4あ

車
と 第

拓
国

医

ー
錦
絵
「
は
や
り
風
用
心
」

表
通
り
を
人
力
車
三
台
が
威
勢
よ
く
走
り
抜
け
て

い
く
。
そ
の
上
に
乗
っ
て
い
る
赤
ゲ
ッ
ト
を
膝
に
か

ひ
げ

け
、
中
折
れ
を
か
ぶ
り
、
八
字
髭
を
つ
け
た
人
物
は
、

い
ず
れ
も
紋
付
羽
織
に
「
医
」
と
い
う
字
で
示
さ
れ

て
い
る
。
急
患
の
家
に
か
け
つ
け
る
医
者
で
あ
る
。

明
治
二
十
四
(
一
八
九
二
年
一
月
に
版
行
さ
れ

た
「
は
や
り
風
用
心
」
と
題
さ
れ
た
錦
絵
(
次
頁
)
。

そ
の
年
の
冬
に
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

法
を
絵
解
き
し
た
も
の
で
あ
る
。レFご
」
4

ウ

右
側
に
見
え
る
「
カ
リ
コ
ミ
所
」
と
い
う
の
は
床

屋
の
こ
と
。
は
や
り
風
で
お
客
が
来
な
く
て
商
売
も

あ
が
っ
た
り
の
様
子
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
左
側
の
生

薬
屋
の
届
先
に
は
大
勢
が
押
し
か
け
、
薬
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
て
い
る
。

手
前
を
薬
瓶
を
持
っ
た
小
僧
が
走
っ
て
い
く
。
床

屋
の
親
父
も
小
僧
も
、
威
勢
の
い
い
人
力
車
の
医
者

の
姿
に
目
を
み
は
っ
て
い
る
。

生
薬
屋
の
戸
口
に
は
、
「
お
染
久
松
る
す
」
と
い

う
札
が
貼
つ
で
あ
る
。
こ
の
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
「
お
染
風
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
感
染
予
防

の
ま
じ
な
い
に
芝
居
の
「
お
染
久
松
」
に
か
け
た
ま

じ
な
い
札
が
貼
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
明
開
化
の
推
進
役
の
福
沢
諭
吉
の
一
家
も
全
員

が
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
擢
患
、
諭
士
口
は
知
人
へ

の
手
紙
に
、
「
一
家
の
大
乱
な
り
」
と
し
た
た
め
、

さ
ら
に
「
府
下
に
て
は
近
来
流
行
病
を
名
づ
け
て
お

る

す

染
風
と
云
ひ
、
戸
々
に
久
松
留
主
と
紙
を
貼
す
る
も

の
多
し
」
と
い
う
世
相
を
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
人
の
医
者
が
乗
っ
て
い
る
人
力
車

で
あ
る
が
、
一
台
は
ふ
?
っ
の
一
人
の
車
夫
が
曳
い

て
い
る
「
一
人
曳
き
」
。
も
う
一
台
は
後
押
し
の
い

る
「
一
一
人
曳
き
」
。
そ
し
て
手
前
の
大
き
く
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
前
曳
き
、
後
押
し
、
か
じ
取
り
の
三

人
で
走
ら
せ
る
「
三
人
曳
き
」
の
人
力
車
。
今
日
で

い
え
ば
、
お
な
じ
乗
用
車
で
も
高
級
乗
用
車
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文一立川昭二
北里大学名誉教授

救:急救命第15号

プロフィール

たつかわ しょうじ

医療史専攻。文化史・生活史

の視点か5病気・産療を追
究。主な著書に、『病気の社

会史j(NH Kブックス)r歴
史紀行・死の風景j(朝日新

聞社)r臨死のまなざしj(新
潮社)rか5だの文化誌j(文
璽春秋)r生と死の美術館J
(岩波書白)r日本人の死生
観j(筑摩書房)など。

明
治
の
風
物
を
伝
え
る
錦
絵
な
ど
で
も
っ
と
も
目

に
つ
く
も
の
と
い
え
ば
、
人
力
車
で
あ
っ
た
。
人
を

/
¥
ヲ
hv字。

乗
せ
て
人
力
で
曳
く
こ
の
二
輪
車
は
、
た
ん
に
車

(
倖
)
と
も
い
っ
た
。
文
明
開
化
の
新
文
物
の
ほ
と

ん
ど
が
西
欧
舶
来
の
も
の
の
な
か
で
、
人
力
車
だ
け

は
日
本
人
の
発
明
品
で
、
そ
れ
ま
で
の
駕
寵
に
か
わ

っ
て
、
自
動
車
が
普
及
す
る
ま
で
の
主
要
な
乗
物
で

あ
っ
た
。

小
廻
り
の
き
く
人
力
車
は
、
日
本
の
道
路
事
情
に

ぴ
っ
た
り
合
い
、
ま
た
た
く
ま
に
普
及
し
た
。
明
治

九
年
に
は
東
京
だ
け
で
二
万
五
千
台
、
全
国
で
は
十

一
万
台
に
ま
で
な
っ
た
。
車
輪
も
は
じ
め
は
鉄
の
輪

で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
ゴ
ム
輪
を
用
い
る
よ
う
に
な

り
、
乗
心
地
も
す
っ
か
り
よ
く
な
っ
た
。

田
舎
町
、
医
者
の
ゴ
ム
輪
に
人
が
寄
り

こ
の
川
柳
は
、
往
診
に
来
た
医
者
が
乗
っ
て
き

た
、
田
舎
町
で
は
ま
だ
珍
し
い
ゴ
ム
輪
の
人
力
車
に



人
だ
か
り
が
で
き
た
と
い
う
意
。

明
治
大
正
の
医
療
環
境
は
、
人
力
車
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
て
い
た
。
病
人
は
人
力
車
で
運
ば
れ
、
医
者

は
人
力
車
に
乗
っ
て
飛
ん
で
来
た
。
明
治
中
頃
、
神

戸
で
ペ
ス
ト
防
疫
に
従
事
し
て
い
た
医
師
助
川
浩
の

回
想
に
よ
る
と
、
「
そ
の
頃
の
我
々
は
出
か
け
る
と

き
は
、
一
二
人
曳
き
の
人
力

車
で
、
し
か
も
鉄
の
輪
が

ガ
ラ
ガ
ラ
音
を
出
し
な
が

ら
走
り
だ
す
の
だ
か
ら
実

に
壮
観
で
あ
っ
た
」
(
『
医

学
史
研
究
』

7
)
と
い
う
。

さ
き
の
福
沢
諭
吉
の
屋
敷

に
往
診
に
来
た
医
者
も
、

あ
る
い
は
「
三
人
曳
き
」

の
人
力
車
に
乗
っ
て
来
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

夏
目
激
石
の
未
完
の
大

作
『
明
暗
』
(
大
正
五
年
)

に
は
、
主
人
公
の
津
田
が

痔
の
手
術
を
受
け
た
病
院

か
ら
退
院
す
る
場
面
に
、

「
や
が
て
二
人
は
看
護
婦

に
送
ら
れ
て
玄
関
を
出
る

と
、
す
ぐ
其
所
に
待
た
し

て
あ
る
車
に
乗
っ
た
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
激
石
自
身

の
体
験
を
も
と
に
し
た
も

の
で
、
そ
の
日
の
日
記
に

は
、
「
午
後
細
君
車
を
持

っ
て
迎
え
に
来
る
」
と
あ

る
。
激
石
の
夫
人
が
人
力
車
に
乗
っ
て
病
院
ま
で
迎

え
に
来
た
の
で
あ
る
。

石
川
啄
木
の
妻
節
子
は
、
夫
啄
木
が
死
ぬ
八
か
月

前
か
ら
「
金
銭
出
納
簿
」
を
つ
け
て
い
た
が
、
そ
こ

に
は
「
車
ち
ん
」
と
し
て
十
三
銭
、
十
五
銭
と
い
う

記
載
が
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
医
者
の
往
診
の
車
代

で
あ
ろ
、
っ
。

「
迷
惑
な
物
に
お
医
者
は
乗
っ
て
来
る
」
と
い
う

明
治
の
川
柳
が
あ
る
が
、
医
者
に
往
診
し
て
も
ら
え

ば
、
往
診
料
の
ほ
か
に
「
車
代
」
も
と
ら
れ
た
。
樋

口
一
葉
は
重
体
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
者

の
車
代
が
気
に
な
り
、
妹
の
邦
子
に
付
き
添
っ
て
も

ら
い
、
無
理
を
押
し
て
三
キ
ロ
も
離
れ
た
病
院
ま

で
、
人
力
車
に
揺
ら
れ
て
診
察
を
受
け
に
行
っ
た
。

今
日
で
は
、
病
気
と
い
え
ば
自
動
車
で
病
院
に
駆

け
つ
け
、
開
業
医
も
自
家
用
車
と
き
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
急
病
と
か
事
故
と
い
え
ば
救
急
車
で
あ

る
。
ど
の
町
や
村
で
も
、
一
昼
夜
に
一
度
や
二
度
は

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ひ
と
昔
前

は
人
力
車
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
医
者
を
乗
せ
た
人
力
車
は
、
ど

ん
な
狭
い
路
地
裏
へ
も
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
樋
口
一
葉
や
石
川
啄
木
た
ち
が
住
む
小
さ
な
家

が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
は
や
り
風
が
流
行
し
た
と
い

え
ば
、
隣
同
士
で
声
を
か
け
合
い
薬
を
貸
し
借
り
す

る
。
そ
ん
な
肌
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
合
え
る
町
や
村

が
あ
っ
た
。
医
療
も
そ
ん
な
暮
ら
し
の
な
か
に
溶
け

合
っ
て
息
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ホ
ー
ソ
ン
工
場
で
の
実
験

今
か
ら
八

O
年
も
前
、

一
九
二

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
人
間
の
労
働
に
つ
い
て
の
科
学
的
研
究
が
行
わ
れ

た
。
照
明
、
栄
養
、
色
彩
等
の
労
働
環
境
が
作
業
能
率
や

生
産
性
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
を
調
べ
る
た
め
で
あ
る
。

最
初
に
「
照
明
実
験
」
が
行
わ
れ
た
D

日
常
の
経
験
か

ら
照
明
が
明
る
い
方
が
仕
事
が
し
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
て

お
り
、
作
業
能
率
も
当
然
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

た
。
従
業
員
の
グ
ル
ー
プ
は
A
、
B
の
ニ
組
に
分
け
ら
れ
、

A
グ
ル
ー
プ
で
は
照
明
を
一
定
に
し
、

B
グ
ル
ー
プ
で
は

次
第
に
照
明
を
明
る
く
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

B
グ

ル
ー
プ
で
は
予
想
ど
お
り
生
産
性
が
向
上
し
た
。
し
か

し
、
同
時
に
A
グ
ル
ー
プ
で
も
生
産
性
が
向
上
す
る
と
い

う
結
果
が
出
た
。
こ
の
結
果
に
戸
惑
っ
た
研
究
者
ら
は
、

次
に
B
グ
ル
ー
プ
の
照
明
を
次
第
に
暗
く
し
て
み
た
が
、

驚
く
こ
と
に
生
産
性
は
落
ち
ず
、
逆
に
上
が
っ
た
の
で
あ

る。

時
崩
事

J救
急
救
命

実
験
は
こ
の
他
に
も
、
賃
金
の
支
払
い
方
、
休
憩
の
取

り
方
等
、
次
々
と
条
件
を
変
え
て
続
け
ら
れ
た
。
結
果
は
、

従
業
員
の
生
産
性
は
ど
の
労
働
条
件
の
変
化
に
も
関
わ
ら

ず
全
体
的
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。

数
年
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
実
験
を
踏
ま
え
て
、
労
働
と

作
業
能
率
、
生
産
性
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
結
論

さ
れ
た
。
「
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
主
要
因
は
、
労
働
環

境
・
労
働
条
件
で
な
く
従
業
員
の
心
的
要
因
・
社
会
的
要

因
で
あ
る
。
」

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
世
紀
の
実
験
」
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
従
業
員
に
は
「
工
場
内
で
注
目
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
自
負
が
生
ま
れ
、
労
働
条
件
を
定
め
る
の
は
従
業

員
の
義
務
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
し
ば
し
ば
口
に
す
る

「
自
由
」
を
組
織
の
生
産
性
を
踏
ま
え
た
中
で
自
身
が
発

見
し
よ
う
と
努
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
組
織
の

日
常
的
人
間
関
係
そ
の
も
の
に
好
影
響
が
及
ん
だ
か
ら
で

あ
る
。

文一一郡山一明

教授救急救命九州研修所

救
急
救
命
土
拡
ど
の
工
場
に
い
る
の
か
?

救
急
救
命
士
制
度
は
平
成
三
年
に
作
ら
れ
た
。
既
に
十

数
年
が
経
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
消
防
の
歴
史
の
中
で
は

ま
だ
ま
だ
新
し
い
職
種
で
あ
る
。
し
か
も
、
消
防
が
消
防

法
を
根
拠
と
す
る
の
に
対
し
救
急
救
命
士
法
は
厚
生
労
働

省
が
所
管
し
て
お
り
、
構
造
的
に
も
異
質
で
あ
る
。

こ
こ
で
救
急
救
命
士
を
「
消
防
」
と
い
う
工
場
の
中
で

働
く
従
業
員
に
例
え
て
み
よ
う
。
救
急
救
命
士
は
「
消
防

内
で
注
目
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
自
負
を
持
ち
、
し
ば
し

ば
口
に
す
る
「
専
門
性
」
を
組
織
の
生
産
性
を
踏
ま
え
た

中
で
自
身
が
発
見
し
よ
う
と
努
め
、
そ
の
結
果
、
組
織
の

人
間
関
係
そ
の
も
の
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
。
議
論
の
た
め
に
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
好
影
響
を
回
り
か
ら
「
受
け
て
い
る
の
か
」
で
は

な
く
自
身
が
「
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
」
で
あ
る
。

救
急
救
命
士
は
病
読
前
救
護
の
主
た
る
担
い
手
で
あ

り
、
病
院
の
医
師
と
の
連
携
が
必
然
的
な
職
種
で
あ
る
が
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ゆ
え
に
、
今
ま
で
こ
の
手
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

「
消
防
」
工
場
外
の
、

い
わ
ば
医
師
の
観
点
か
ら
な
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
思
う
。
救
急
救
命
士
は
工
場
内
で
「
好
影

響
を
受
け
て
い
る
の
か
」
で
あ
り
、
受
け
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
そ
れ
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
論
で
あ
る
。

工
場
内
の
観
点
か
ら

で
は
、
観
点
を
本
来
の
工
場
内
に
一
戻
し
て
考
え
て
み
た

い
。
救
急
救
命
士
は
「
消
防
内
で
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い

う
自
負
を
持
ち
、
自
ら
の
専
門
性
を
組
織
の
生
産
性
を
踏

ま
え
た
中
で
自
身
で
発
見
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
組
織

の
人
間
関
係
そ
の
も
の
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の

か
」
で
あ
る
。

救
急
救
命
士
は
国
家
資
格
で
あ
る
。
救
急
救
命
処
置
を

「業」、

つ
ま
り
反
復
・
継
続
の
意
志
を
も
っ
て
行
う
こ
と

を
国
{
永
か
ら
許
可
さ
れ
た
専
門
職
で
あ
る
。
救
急
救
命
処

置
、
気
管
挿
管
、
薬
剤
投
与
、

J
P
T
E
C
、
B
T
L
S
、

B
L
S
、
医
療
従
事
者
・
:
、
彼
ら
の
口
か
ら
出
る
の
は
今

ま
で
消
防
の
中
で
は
開
く
こ
と
も
使
う
こ
と
も
な
か
っ
た

言
葉
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
私
た
ち
は
ひ
と
つ
の
こ
と
に
気
付
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
専
門
分
化
し
た
も
の
は
「
高
級
」
で
あ
る

と
思
っ
て
し
ま
う
心
理
で
あ
る
。
大
衆
食
堂
で
は
庖
主
が

客
と
口
も
き
か
な
い
失
礼
さ
に
ム
ッ
と
し
て
も
、
寿
司
専

門
庖
の
府
主
で
あ
れ
ば
、
「
頑
固
一
徹
」
と
し
て
感
服
し

て
し
ま
う
心
理
を
考
え
れ
ば
明
白
で
あ
ろ
う
。
専
門
性
は

一
般
の
人
が
行
わ
な
い
か
ら
こ
そ
貴
重
で
あ
り
、
そ
の
頻

度
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
自
ず
と
他
者
と
の
区
別
化
の
材
料
と
し
て
使
わ

れ
が
ち
な
の
で
あ
る
。

」
の
心
理
の
も
と
に
、
救
急
救
命
士
は
、
消
防
と
い
う

工
場
内
で
自
ら
の
専
門
性
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
他

者
と
の
区
別
に
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
か
。
新
た
な
資
格
を

取
る
に
つ
れ
、
外
部
の
人
間
に
で
っ
ち
の
上
司
は
救
命
士

で
な
い
の
で
、
理
解
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
こ
ぼ
し
、
内
部

で
は
「
課
長
は
こ
の
こ
と
は
分
か
ら
な
く
て
よ
い
で
す
か

ら
、
こ
こ
に
判
子
だ
け
押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
開
き
直
つ

て
こ
な
か
っ
た
か
。
そ
の
結
果
、
組
織
の
人
間
関
係
そ
の

も
の
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
組
織
の
生
産
性
を
低
く
し
て

い
る
こ
と
が
、
万
が
一
に
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誰

に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。

消
防
工
場
の
生
産
性

現
在
の
消
防
は
、
火
事
、
災
害
、
そ
し
て
救
急
活
動
の

専
門
組
織
で
あ
る
。
消
防
工
場
に
は
い
く
つ
か
の
ラ
イ
ン

が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
ラ
イ
ン
は
ど
れ
も
等
し
く
「
国
民

の
身
体
と
生
命
の
安
全
・
安
心
」
と
い
う
最
も
重
要
な
も

の
を
生
産
し
て
い
る
。
医
療
機
関
も
「
国
民
の
身
体
と
生

命
の
安
全
・
安
心
」
を
生
産
す
る
工
場
で
は
あ
る
が
、

ン
パ
ワ
l
と
医
療
器
具
、
薬
剤
を
持
ち
、
手
術
も
す
れ
ば

透
析
も
す
る
。
何
よ
り
も
限
ら
れ
た
搬
送
時
間
し
か
持
て

な
い
救
急
隊
と
異
な
り
、
潜
在
的
に
何
百
倍
も
の
時
間
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
町
内
に
は
あ
る
も
の
の
別

工
場
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

救
急
救
命
士
は
自
分
た
ち
が
所
属
す
る
工
場
が
ど
れ
な

の
か
を
、
ま
ず
十
分
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
そ
の
工
場
で
「
身
体
と
生
命
の
安
全
・
安
心
」
を

い
か
に
生
産
す
る
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

一
部
の
救
急
救
命
士
と
医
師
は
決
定
的
な
過
ち
を
犯
し

て
い
る
。
医
師
と
救
命
士
は
ま
さ
に
一
心
同
体
で
、

¥
リ
ー
で
あ
る
べ
き
だ
と
。
医
師
と
救
命
士
は
同
じ
町
内

に
住
み
は
し
て
も
家
族
で
は
な
い
。
繰
り
返
す
が
、
救
急

救
命
士
が
属
し
て
い
る
の
は
消
防
工
場
で
あ
り
、
医
療
機

関
工
場
で
は
な
い
。
消
防
工
場
内
で
「
身
体
と
生
命
の
安

全
・
安
心
」
を
生
産
す
る
た
め
の
専
門
性
を
発
見
し
て
こ

そ
、
組
織
内
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
生
ま

れ
、
組
織
の
生
産
性
が
高
ま
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
結

果
と
し
て
「
国
民
の
身
体
と
生
命
の
安
全
・
安
心
」
を
よ

り
高
め
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
救
急
救
命
士
を
、
医
師
の
し
も
べ
で
は
な
く
「
国

民
の
身
体
と
生
命
の
安
全
・
安
心
」
と
い
う
共
通
の
目
的

を
持
つ
、
消
防
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
た
病
院
前
救
護

の
専
門
職
と
し
て
、
そ
の
育
成
に
別
工
場
か
ら
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

マ

フ
ア
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標準化教育における鵠

果
ブレi1iスピタルケア研究会

安田康晴出雲市消防本部(現島根県消防学校)

田中秀治国士舘大学体育学部スポーツ医科学科救急医学

吉本恭子
国士舘大学大学院救急救命システムコース

高橋宏幸

は
じ
め
に

病
院
前
救
護
体
制
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
を
受

け
、
全
国
各
地
域
に
お
い
て
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
体
制
(
以
下
、

M
C
体
制
と
す
る
)
構
築
が
急

速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

M
C
体
制
の
中
の
重

要
な
部
分
を
占
め
る
の
が
オ
フ
ラ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
あ
り
、
さ
ら
に
オ
フ
ラ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

主
要
な
部
分
を
占
め
る
の
が
、
平
時
か
ら
の
教
育
体

制

(
0
民
任
。
]
与
可
mwE口
問
)
の
確
立
で
あ
る
こ
と

は
論
を
待
た
な
い
。
従
来
の
座
学
中
心
の
集
合
教
育

や
想
定
実
習
に
代
わ
り
、
現
在
病
院
前
救
護
の
教
育

に
は
各
種
の
標
準
化
セ
ミ
ナ
ー
が
開
発
さ
れ
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
標
準
化
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
日
本

救
急
医
学
会
で
開
発
さ
れ
た

J
P
T
E
C
C
8
8

3
6
F
O
ω
ロ
芹
巳
叶
片
山
己

BmwMW〈己ロ
m
t
。
ロ
∞
ロ
乱
。
向
。
)

や

A
C
L
S
基
礎
コ

l
ス

(
I
C
L
S
一
同
日
目
。
佳
z

m
H
Z
h
R佳
宮
口
問
。
∞
己
℃
U
0
3
)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
標
準
化
さ
れ
た
手

技
を
知
識
と
一
緒
に
教
授
し
、
概
ね
受
講
者
四
人
に

対
し
て
指
導
者
一
人
の
割
合
で
、
実
技
を
中
心
に
進

め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
単
な
る
座

学
教
育
に
手
技
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
現

場
に
お
け
る
判
断
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
育
効
果

の
高
い
方
法
と
し
て
全
国
で

M
C
体
制
下
の
教
育
と

し
て
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
教
育
効
果

が
高
い
反
面
、
指
導
者
を
多
く
必
要
と
し
、
開
催
コ

ス
ト
が
高
い
な
ど
の
欠
点
も
あ
る
。
わ
ず
か
一
日
足

ら
ず
の
時
間
の
聞
に
、
効
果
的
な
学
習
を
図
り
、
か

つ
普
及
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
受
講

前
の
事
前
学
習
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
事
前
学
習
の
教
材
は
テ
キ
ス
ト
が

主
流
で
あ
り
、
手
技
や
観
察
・
判
断
を
重
視
す
る
セ

ミ
ナ
ー
で
は
視
聴
覚
教
材
の
開
発
は
必
須
で
あ
る
。

今
回
我
々
は
、
病
院
前
外
傷
標
準
化
教
育
セ
ミ
ナ

ー
に
お
け
る
視
聴
覚
教
材
を
作
成
し
、
教
育
効
果
を

検
証
し
た
の
で
報
告
す
る
。

救:意救命第15号 22

文す

象

手
技
の
習
得
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
研
究
の

対
象
は
現
場
経
験
が
な
く
、
外
傷
傷
病
者
の
観
察
や

処
置
(
ロ
グ
ロ

l
ル
や
頚
椎
カ
ラ
l
の
装
着
な
ど
)

の
外
傷
実
習
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
国
士
舘
大
学

体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
※
注
二
年
生
三

O
人
を

対
象
と
し
た
。

※
注
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
匿
科
学
科
は
救
急
救

命
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
で
き
る
四
年
制
大
学

で
あ
る
。

方

法

病
院
前
外
傷
初
療
標
準
化
セ
ミ
ナ
ー
の
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
「
初
期
評
価
」
「
全
身
観
察
」
「
頚
椎
カ

ラ
l
」
「
ロ
グ
ロ

l
ル
(
仰
臥
位
)
」
「
ロ
グ
ロ

l
ル

(
腹
臥
位
)
」
「
気
道
確
保
」
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ず
し
」

の
項
目
に
つ
い
て
観
察
・
処
置
の
手
技
を
ビ
デ
オ
撮

影
し
、
解
説
を
加
え
編
集
し
た
視
聴
覚
教
材
を
作
成

し
た
。
視
聴
覚
教
材
で
の
自
己
学
習
に
よ
り
実
技
実

習
を
行
っ
た
群
(
以
下
、
視
聴
覚
群
と
す
る
)
一
一
一
一

人
と
通
常
の

J
P
T
E
C
プ
ロ
パ
イ
ダ
l
養
成
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
て
い
る
指
導
者
に
よ
り
実
技
指
導
を
受

け
た
実
技
実
習
群
(
以
下
、
実
技
指
導
群
と
す
る
)

一
七
人
に

J
P
T
E
C
に
基
づ
い
た
外
傷
傷
病
者
の

観
察
や
処
置
の
実
習
を
行
っ
た
(
写
真
1
2
)
。
な

お
、
ロ
グ
ロ

I
ル
仰
臥
位
と
ロ
グ
ロ
1・a

ル
腹
臥
位
は



三
人
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ず
し
は
二
人
の
実
施
者
に
つ

い
て
評
価
し
た
。

実
習
終
了
後
、
「
初
期
評
価
」
「
全
身
観
察
」
「
頚

椎
カ
ラ
l
」
「
ロ
グ
ロ

l
ル
(
仰
臥
位
)
」
「
ロ
グ
ロ

ー
ル
(
腹
臥
位
)
」
「
気
道
確
保
」
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

ず
し
」
の
項
目
の
観
察
・
処
置
の
手
技
に
つ
い
て
の

評
価
表
を
用
い
た
客
観
的
臨
床
能
力
試
験

(
C
Z
R
B

巳
〈
め
∞
可
ロ
の
片
足
。
巳

Q
E片
己

何

M
S
E
E
m再
芯
ロ
一
以

下、

O
S
C
E
と
す
る
)
を
行
い
、
評
価
項
目
に
つ

い
て
手
技
の
熟
達
度
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
に

「
上
手
く
実
施
で
き
た
・
上
手
く
実
施
で
き
な
か
っ

た
」
の
二
段
階
と
し
、
評
価
者
三
人
に
よ
り
評
価
し

た
。
評
価
は
評
価
者
間
の
査
み
を
防
ぐ
た
め
に
評
価

者
三
人
の
合
議
と
し
た
。
統
計
処
理
は
ク
ロ
ス
テ
ー

ブ
ル
を
用
い
た

χ
二
乗
検
定
を
用
い
、

p
値
は
五

%
未
満
を
有
意
差
と
し
た
。

果

視
聴
覚
群
と
実
技
指
導
群
の
各
項
目
の
結
果
を
図

1
に
示
す
。

1

初
期
評
価

視
聴
覚
群
(
評
価
総
点
一

n
H
六
四
点
)
の
う

ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
五
O

点
(
七
八
・
一
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な
か

っ
た
合
計
点
は
一
四
点
つ
二
・
九
%
)
で
あ
っ

た。

視聴覚教材での自己学習による実技実習

写真2 指導者による実技実習

写真1

実
技
指
導
群
(
評
価
総
点
一

n
u
九
六
点
)
の

う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
七

八
点
(
八
一
・
二
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な

か
っ
た
合
計
点
は
一
八
点
(
一
人
・
八
%
)
で
あ

り
、
視
聴
覚
群
と
実
技
指
導
群
に
統
計
学
的
有
意

差
は
な
か
っ
た
。

2

全
身
観
察

視
聴
覚
群
(
評
価
総
点
一

n
H

一
四
四
点
)
の

う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
一

二
五
点
(
八
六
・
八
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き

な
か
っ
た
合
計
点
は
一
九
点
(
二
二
・
二
%
)
で

あ
っ
た
。

実
技
指
導
群
(
評
価
総
点
一

n
1
三
六
点
)

の
う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は

一
九
五
点
(
八
六
・
二
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で

き
な
か
っ
た
合
計
点
は
一
二
点
(
一
三
・
八
%
)

で
あ
り
、
視
聴
覚
群
と
実
技
指
導
群
に
統
計
学
的

有
意
差
は
な
か
っ
た
。

3

頚
椎
カ
ラ
ー

視
聴
覚
群
(
評
価
総
点
一

n
H
八
O
点
)
の
う

ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
六
三

点
(
七
人
・
八
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な
か

っ
た
合
計
点
は
一
七
点
合
二
・
二
%
)
で
あ
っ

た。
実
技
指
導
群
(
評
価
総
点
一

n
u
二
九
点
)

の
う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は

八
二
点
(
六
八
・
九
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き

な
か
っ
た
合
計
点
は
三
七
点
会
二
・
一
%
)
で

あ
り
、
視
聴
覚
群
と
実
技
指
導
群
に
統
計
学
的
有

意
差
は
な
か
っ
た
。

4

ロ
グ
ロ
ー
ル
(
仰
臥
位
)

視
聴
覚
群
(
評
価
総
点
一

n
H
八
O
点
)
の
う

23 



5 
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
七
三

点
(
九
一
・
二
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な
か

っ
た
合
計
点
は
七
点
(
八
・
八
%
)
で
あ
っ
た
。

実
技
指
導
群
(
評
価
総
点
一

n
H

一
二
O
点
)

の
う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は

九
六
点
(
八
0
・
0
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き

な
か
っ
た
合
計
点
は
二
四
点
(
二
0
・
0
%
)
で

あ
り
、
視
聴
覚
群
と
実
技
指
導
群
に
統
計
学
的
有

意
差
は
な
か
っ
た
。

ロ
グ
ロ

l
ル
(
腹
臥
位
)

視
聴
覚
群
(
評
価
総
点
一

n
H
九
六
点
)
の
う

ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
八
七

点
(
九
0
・
一
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な
か

っ
た
合
計
点
は
九
点
(
九
・
九
%
)
で
あ
っ
た
。

実
技
指
導
群
(
評
価
総
点
一

n
H

一
四
四
点
)

の
う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は

一
一
一
一
O
点
(
九
0
・
一
一
一
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で

き
な
か
っ
た
合
計
点
は
一
四
点
(
九
・
七
%
)
で

あ
り
、
視
聴
覚
群
と
実
技
指
導
群
に
統
計
学
的
有

意
差
は
な
か
っ
た
。

気
道
確
保

視
聴
覚
群
(
評
価
総
点
一

n
H

一
六
点
)
の
う

ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
一
O

点
(
六
一
了
五
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な
か

っ
た
合
計
点
は
六
点
(
三
七
・
五
%
)
で
あ
っ
た
。

実
技
指
導
群
(
評
価
総
点
一

n
H
二
四
点
)
の

う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
二

四
点
(
一
0
0
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な
か

っ
た
合
計
点
は
O
点
(
O
%
)
で
あ
り
、
視
聴
覚

群
に
比
べ
実
技
指
導
群
の
方
が
、
統
計
学
的
に
有

意
に
評
価
点
が
高
か
っ
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ず
し

6 7 

視
聴
覚
群
(
評
価
総
点
一

n
H
七
二
点
)
の
う

ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は
三
七

点
(
五
一
・
四
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き
な
か

っ
た
合
計
点
は
三
五
点
(
四
八
・
六
%
)
で
あ
っ

た。
実
技
指
導
群
(
評
価
総
点
…

n
H

一
O
八
点
)

の
う
ち
、
手
技
が
上
手
く
実
施
で
き
た
合
計
点
は

九
三
点
(
八
六
・
一
%
)
で
、
上
手
く
実
施
で
き

な
か
っ
た
合
計
点
は
一
五
点
(
二
二
・
九
%
)
で

あ
り
、
視
聴
覚
群
に
比
べ
実
技
指
導
群
の
方
が
、

統
計
学
的
に
有
意
に
評
価
点
が
高
か
っ
た
。

考

設示

有
意
差
の
な
か
っ
た
「
初
期
評
価
」
「
全
身
観
察
」

「
頚
椎
カ
ラ
l
」
「
ロ
グ
ロ
ー
ル
(
仰
臥
位
)
」
「
ロ
グ

ロ
l
ル
(
腹
臥
位
)
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
視
聴

覚
教
材
に
よ
る
教
育
効
果
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
実
技
指
導
群
の
方
が
視
聴
覚
群
に
比
べ

有
意
に
評
価
点
が
高
か
っ
た
「
気
道
確
保
」
と
「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
ず
し
」
に
つ
い
て

O
S
C
E
評
価
表
の

項
目
ご
と
に
詳
細
な
検
討
を
し
た
結
果
、
気
道
確
保

で
は
、
「
下
顎
押
し
出
し
の
指
の
位
置
は
適
切
か
(
揖

指
が
頬
骨
か
上
顎
骨
、
他
の
指
は
下
顎
)
」
の
評
価

項
目
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ず
し
で
は
「
保
持
の
場
所

は
適
切
か
(
下
顎
と
後
頚
部
)
」
「
鼻
が
ク
リ
ア
ー
し

た
後
、
後
頚
部
の
手
の
位
置
を
後
頭
部
側
に
変
え
た

か
」
と
い
う
評
価
項
自
に
大
き
な
開
き
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
視
聴
覚
教
材
の
内
容
を
吟

味
し
た
と
こ
ろ
、
手
技
の
解
説
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
ア
ン
グ
ル
が
固
定
さ

れ
て
お
り
、
動
作
の
一
部
が
視
覚
的
に
ブ
ラ
イ
ン
ド

と
な
り
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で

X2乗値

1.81 

0.007 

※有意差あり
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3.82 

0.73 

0.17 

0.005 ※7.85 

0.001※26.47 

100(%) 

不可

P値

0.17 

0.39 

0.93 

0.05 

1.87 

視聴覚群と実技実習群の OSCE点数の比較

視聴覚群門→
実技指導群し」町

初期評価

全身観察

頚椎カラー

ヘルメツトはずし
O 

図1

ログロール
(仰臥位)

Eグロール
(腹臥位)

気道確保

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後

ビ
デ
オ
撮
影
の
際
の
多
ア
ン
グ
ル
表
現
法
の
取
り
込

み
ゃ
解
説
文
に
つ
い
て
の
一
層
の
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
改
訂
版
を
作
成

し
た
。視
聴
覚
教
材
は
三
O
分
の
視
聴
で
四
時
間
の
講
習

と
同
等
の
効
果
を
有
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
川
市
、

A
H
A
(〉
自
己
片
山
口
出

8
2
〉
ωω
。巳丘一
o
ロ
)
は
C

P
R
普
及
啓
発
の
ビ
デ
オ
教
材
を
開
発
し
実
際
の
講

習
に
活
用
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
0
0
0
で
は
、
ビ
デ
オ
指
導
は

内
容
の
一
貫
性
が
保
て
、
実
技
実
演
に
必
要
な
時
聞

が
少
な
く
で
き
、
実
技
訓
練
の
時
聞
が
多
く
と
れ
る

こ
と
や
、
指
導
者
中
心
か
ら
受
講
者
中
心
の
講
習
が



図
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
利
点
を
有
し
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゼ
デ
オ
指
導
を
視
聴
覚
後
に

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
実
習

は
、
市
民
救
助
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
確
認
さ

れ
た
初
歩
習
得
方
法
で
あ
る
(
ク
ラ
ス
宜

a)
と
結

論
付
け
て
い
る
官

し
か
し
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
独
習
方
法
は
、
手
技
に

対
し
て
最
初
の
認
知
・
精
神
運
動
技
術
を
教
え
る
効

果
的
な
方
法
で
あ
る
が
、
技
術
を
習
得
し
た
人
の
大

部
分
が
そ
の
技
術
を
長
時
間
維
持
で
き
な
い
同
向
。

こ
れ
は
ビ
デ
オ
視
聴
後
に
手
技
を
継
続
的
に
練
習
し

な
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
改
善
し
ビ
デ
オ
独
習
に
あ
る
程
度
の
互
方
向

性
の
指
導
を
加
え
る
な
ど
す
れ
ば
、
知
識
・
技
術
の

訓
練
、
再
検
討
、
維
持
が
可
能
と
し
て
い
る
同
o

今
回
の
結
果
か
ら
視
聴
覚
教
材
に
お
い
て
指
導
者

に
よ
る
実
技
指
導
と
同
等
の
学
習
効
果
が
得
ら
れ
た

が
、
前
述
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
視
聴
覚
教
材
の

視
聴
だ
け
で
観
察
や
処
置
の
手
技
が
完
全
に
習
得
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
、
視
聴
覚
教
材
は
標
準
化
さ

れ
た
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
事
前
学

習
ツ

I
ル
と
し
て
、
さ
ら
に
セ

ミ
ナ
ー
で
の
実
技
指
導
の
方
法

と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
ツ
ー
ル

の
一
つ
と
し
て
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
全
国
消
防
長
会
に
よ

る
と
全
国
の
消
防
本
部
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
状
況

は
全
国
の
八
九
七
消
防
本
部
の

インターネット接続状況

接続有無
平成15年 平成14年
3月3日現在 9月1日現在

有 759本部 601本部

盤 138本部 296本部

表1

う
ち
、
七
五
九
消
防
本
部
(
入
四
・
六
%
)
が
実
施

し
て
い
る
(
表
1
)
的。

視
聴
覚
教
材
は
、
配
布
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
配
信
な
ど
に
よ
り
場
所
や
時
間
を
選
ぶ
こ
と
な
く

独
習
が
可
龍
と
な
り
、
従
来
の
集
合
教
育
に
比
べ
費

用
効
果
に
お
い
て
も
・
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
開

'
F
8
5宮
間
シ
ス
テ
ム
等
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
学
習
を
行
い
、
ま
た
救
急
救
命

士
の
処
置
拡
大
、
さ
ら
に
救
急
隊
員
全
員
に
対
す
る

教
育
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
教
育
効
果

参考文献

Braslow A， Brennan RT， Newman MM， Batcheller AM， Kaye W. 

CPR training without an instructor : development and evaluation of 

、、.lpee''
4
E
E
B
 

r'a
，、、

a video self-instructional system for effective performance of cardio-

Todd KH， Braslow AラBrennmanRT， Lowery D~人 Cox R]ラLip-

scomb LE， Kellerman AL. Randomized， controlled trial of video self 

-instruction versus traditional CPR training. Ann Emerg Med. 1998 ; 

pulmonary resuscitation. Resuscitation. 1997 ; 34 : 207 -220. 

(2) 

31 : 364 -369. 

の
高
い
視
聴
覚
教
材
と
そ
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
継
続

し
て
開
発
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
と
め

標
準
化
教
育
に
お
け
る
視
聴
覚
教
材
の
効
果
を
検

討
し
た
。
視
聴
覚
教
材
の
視
聴
は
指
導
者
に
よ
る
実

技
指
導
と
同
等
の
教
育
効
果
が
得
ら
れ
、
教
育
効
果

が
高
く
、
費
用
効
果
の
面
か
ら
も
有
用
で
あ
る
。
今

後
は
救
急
教
育
の
補
助
教
材
と
し
て
有
効
性
が
期
待

さ
れ
る
。

Todd KH， Herson SL， Thompson M， Dennis R， O'Connor ]， 

Kellermann AL. Simple CPR : a randomized， controlled trail of video 

self-instructional cardiopulmonary resuscitation in a African Ameri同

can church congregation [see comments]. Ann Emerg Med. 1999; 

(3) 

34: 730 -737. 

岡田和夫、美濃部l壌:AHA心肺蘇生法と救急心血管治療のため

の国際ガイドライン2000; 10.2001 

(4 ) 

Dracup K， Doering L V， Moser DK， Evangelista L. Retention and 

use of cardiopulmonary resuscitation skills in parents of infants at 

(5) 

risk for cardiopulmonary arrest. Pediatr Nurs.1998; 24: 219 -225 

Moser DK， Dracup K， Guzy PM， Taylor SE， Breu C. Cardiopul-

monary resuscitation skills retention in family members of cardiac 

(6) 

patients. Am ] Emerg Med. 1990 ; 8 : 498 -503 

(7) 全国消防長会遊間情報 (No.1511)
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皆
同
一
景

平
成
一
六
年
度
消
防
白
書
に
よ
る
と
我
が
国
の
救
急
業

務
は
年
間
四
八
三
万
二
九

O
O件
で
あ
り
、
搬
送
人
員
は

四
五
七
万
七
四

O
三
人
と
年
々
徐
々
に
増
加
し
て
い

る川
o
中
で
も
急
病
に
対
す
る
出
動
が
半
数
以
上
を
占
め
、

脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
と
い
っ
た
循
環
器
疾
患
が
二
二
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
循
環
器
疾
患
の
病
院
前
救
護

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

近
年
、
急
性
冠
症
候
群
や
脳
卒
中
な
ど
に
対
し
て
再
濯

流
療
法
が
適
応
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
命
予
後
だ
け
で

な
く
機
能
予
後
も
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
治
療
が
最
も
効
果
的
に
行
わ
れ
る
に
は
発

症
早
期
に
治
療
可
能
な
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
適
切
な
搬
送
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
急
性

心
筋
梗
塞
症
に
よ
る
死
亡
の
半
数
は
併
発
す
る
重
症
不
整

脈
に
よ
る
院
外
死
で
あ
り
、
院
外
に
お
け
る
病
院
前
救
護

態
勢
の
役
割
は
大
き
い
。

今
回
我
々
は
、
こ
れ
ら
を
よ
り
改
善
す
る
た
め
に
、
現

場
の
必
要
性
と
現
在
利
用
可
能
な
技
術
の
発
展
性
を
考
慮

し
た
上
で
検
討
し
、
救
急
車
か
ら
標
準
十
二
誘
導
心
電
図

と
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
(
モ
ニ
タ
心
電
図
、
血
圧
、
酸
素
飽

和
度
、
呼
吸
数
な
ど
)
に
加
え
、
画
像
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
受
け
入
れ
先
の
病
院
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
医
や
専

門
医
に
も
伝
送
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
、
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
を
作
成
し
た
。

ア用いた
Ol~認す

チィシン
輔の基盤

モバイルテレ
コント田-JII

循
環
器
救
急
の
臨
床
特
性

1

院
外
に
お
け
る
適
切
な
病
院
搬
送

近
年
の
高
齢
化
と
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
心
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
循
環
器
疾
患
は
増
加
し
て
お

り
、
要
介
護
状
態
の
主
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
疾
患
へ
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
。
一
方
、
急
性
心
筋
梗

塞
症
の
院
内
死
亡
率
は
重
症
不
整
脈
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

加
え
、
薬
物
治
療
や
再
潅
流
療
法
の
進
歩
に
よ
り
大
き
く

改
善
し
た
。

し
か
し
、
急
性
心
筋
梗
塞
症
の
死
亡
の
多
く
は
発
症
数

時
間
以
内
に
発
生
す
る
こ
と
か
ら
半
数
以
上
が
院
外
で
あ

り
守
救
急
搬
送
態
勢
と
病
院
前
救
護
の
役
割
は
き
わ
め

て
大
き
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
心
肺
蘇
生
と
救
急
新
血
管
治
療
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(
以
下
「
G
二
0
0
0
」
)
同
で
は

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
院
外
十
二
誘
導
心
電
図
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
心
電
図
を
自
動
診
断
又
は
病
院
に
直
接
伝
送
す

る
こ
と
で
早
期
診
断
を
行
う
こ
と
や
、
シ
ョ
ッ
ク
例
を
車

行
再
建
可
能
な
病
院
へ
搬
送
す
る
と
い
っ
た
早
期
診
断
と

重
症
例
の
適
切
な
搬
送
を
強
く
勧
告
し
て
い
る
。
日
本
に

お
い
て
も
高
規
格
救
急
車
を
は
じ
め
と
し
て
心
電
図
伝
送

シ
ス
テ
ム
が
配
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
平
成
一
六
年
版
消
防

白
書
で
は
救
急
搬
送
中
六
九
万
四
一

O
五
件
の
心
電
図
測

定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
伝
送
は
一
万
二
二
九

件
(
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
原
因
と

し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
の
問
題
に
よ
り
受
信
で
き
な

い
医
療
機
関
が
少
な
く
な
い
こ
と
や
、
操
作
が
煩
雑
で
通

信
速
度
が
遅
い
た
め
回
線
状
態
に
よ
っ
て
は
再
接
続
が
必

要
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
例
。
ま
た
、

パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
伝
送
は

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
主
に
無
線
や
電
話
に
よ
り
音
声
で
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
病
院
搬
送
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
ニ

O
O
一

年
一
月
か
ら
二

O
O
二
年
二
一
月
ま
で
国
立
循
環
器
病
セ

ン
タ
ー
へ
入
院
し
た
急
性
心
筋
梗
塞
患
者
三
七
四
名
の
う

ち
、
発
症
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
来
院
し
た
二
七
九
例
中

一
四
八
名
が
発
症
時
に
救
急
車
を
要
請
し
て
い
る
。
し
か

し
、
非
専
門
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
専
門
治
療
が
必
要
と
判

断
し
て
転
送
さ
れ
た
例
が
三
九
例
認
め
ら
れ
た
。
直
接
搬

送
例
と
転
送
例
を
比
較
す
る
と
、
発
症
か
ら
病
院
到
着
ま

で
の
中
央
値
は
直
接
搬
送
例
が
九
五
分
で
あ
る
の
に
対

し
、
転
院
例
で
は
二
二
八
分
と
有
意
に
長
く
、
さ
ら
に
院

内
死
亡
率
も
有
意
に
高
か
っ
た
(
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

m
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一
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
)
。
一
方
で
救
急
外
来
滞
在
時
間

は
、
転
送
例
で
は
八
分
と
直
接
搬
送
例
三
五
分
に
対
し
て

有
意
に
短
縮
し
て
お
り
、
病
院
到
着
前
の
情
報
は
院
内
ト

リ
ア

l
ジ
を
改
善
し
て
い
た
官

以
上
よ
り
、
院
外
か
ら
十
二
誘
導
心
電
図
を
含
め
た
情

報
を
直
接
病
院
に
送
り
早
期
診
断
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
は
、
院
外
に
お
け
る
ト
リ
ア
l
ジ
だ
け
で
な

く
、
院
内
ト
リ
ア

1
ジ
を
も
改
善
し
、
救
命
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

2

病
院
前
救
護
と
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

急
性
心
筋
梗
塞
症
に
よ
る
死
亡
者
の
半
数
が
院
外
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
搬
送
中
の
安
全
は
重
要
で
あ

る
。
平
成
三
年
に
救
命
士
制
度
が
発
足
し
、
心
肺
機
能
停

止
状
態
の
傷
病
者
に
対
し
て
特
定
医
療
行
為
が
認
め
ら
れ
、

る
よ
う
に
な
り
州
、
平
成
一
五
年
四
月
に
は
救
命
士
法
施

行
規
則
の
改
正
に
よ
り
包
括
指
示
下
で
の
除
細
動
が
認
め

ら
れ
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
は
気
管
挿
管
が
認
め
ら
れ
、

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
処
置
範

囲
拡
大
の
前
提
と
し
て
常
時
指
示
体
制
の
確
立
、
事
後
検

証
体
制
の
充
実
、
研
修
体
制
の
確
保
な
ど
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
充
実
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
メ
デ

ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
定
期
的
な
教
育
に
よ
る
知

識
習
得

(
E
g
)
、
プ
ロ
ト
コ
ル
に
沿
っ
た
実
施

60)
、

事
後
検
証
(
の
宮
島
)
、
改
善
と
再
教
育
広
三
)
の
四
段

階
か
ら
な
る
品
質
保
証
活
動
と
も
い
え
る
。
現
在
は
、
検

証
票
の
記
録
に
よ
る
オ
フ
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
主
体
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
消
防
無
線
や
電
話
と
い
っ
た
音
声
に
よ
る
情
報
通
信

が
主
体
で
あ
る
。
こ
れ
に
心
電
図
や
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
、

画
像
な
ど
の
情
報
伝
送
が
実
現
す
れ
ば
病
院
と
救
命
士
が

直
接
協
力
し
て
病
院
前
救
護
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
事
後
検
証

も
よ
り
正
確
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
、
救

命
士
の
傷
病
者
へ
の
処
置
を
優
先
と
す
る
た
め
に
、
救
急

車
側
の
操
作
を
最
小
限
に
し
、
主
に
病
院
側
か
ら
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。

三
モ
バ
イ
ル
テ
レ
メ
デ
ィ
シ
ン
シ
ス

テ
ム
の
構
築

こ
れ
ま
で
も
医
療
情
報
を
伝
送
し
、
医
療
従
事
者
が
距

離
や
時
間
を
超
え
て
共
同
で
診
療
・
研
究
す
る
こ
と
は
眼

科
学
、
放
射
線
診
断
学
、
病
理
学
、
心
理
学
等
の
分
野
で
、

テ
レ
メ
デ
ィ
シ
ン
(
遠
隔
医
療
)
と
い
わ
れ
応
用
さ
れ
て

き
た
。
今
回
我
々
は
救
急
車
か
ら
移
動
体
通
信
を
利
用

し
、
医
療
情
報
の
伝
送
を
目
指
す
こ
と
か
ら
モ
バ
イ
ル
テ

レ
メ
デ
ィ
シ
ン
と
し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
を
開
始
し
た
(
図

ま
ず
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
近
年
、

我
が
国
の
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
世
界

に
先
駆
け
て
第
三
世
代
携
帯
電
話
(
六
四
j
三
八
四

昨

σロ
ω)

の
商
用
運
用
が
開
始
さ
れ
、
更
に
二

O
一
O
年

を
め
ど
に
第
四
世
代
携
帯
電
話
(
二

0
1
二

0

0

ζσ
ロ
ω)

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
携
帯
電
話
は
都

市
部
で
は
利
用
可
能
で
あ
る
が
、
山
間
部
な
ど
で
は
電
波

の
不
達
地
帯
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に

衛
星
通
信
(
一

O
O
冨
S
ω
1
一
・
二
の
ず
門
出
)
や
長
距

離
無
線
L
A
N
な
ど
の
技
術
が
開
発
さ
れ
実
験
が
行
わ
れ

て
い
る
。
日
本
全
国
に
お
け
る
救
急
医
療
に
対
応
す
る
た

め
に
、
我
々
は
通
信
技
術
は
単
一
の
通
信
技
術
に
特
化
し

た
「
機
器
」
と
し
て
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
技
術
の
進

歩
や
地
域
の
特
性
に
対
応
可
能
な
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
こ
で
標
準

的

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

技

術

で

あ

る

T
C
P
/
I
P

(、甲山
H

呂
田
町
位
。
ロ
の
。
ロ
可
♀
胃
。
ぎ
の
。

}
¥
E
Z
5
2
H
)門。
ga

g-)
を
全
面
的
に
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
層
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
層
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
層
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
層
の
四
層
に
分
離

す
る
こ
と
で
、
様
々
な
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
対
応
で
き
る
よ

う
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
っ
た
。
今
回
は
都
市
部
で
の
第
三

世
代
の
携
帯
電
話
を
用
い
て
シ
ス
テ
ム
開
発
を
開
始
し

標準的インターネットプロトコルを介して救急、車、指令台、複数の病

院がリアルタイムに情報を共有し、病院前救護と適切な病院搬送を支援

することを目的とした。

図1 モバイルテレメディシン構想

た
。
ま
た
、

T
C
P
/
I
P
を
用
い
た
こ
と
で
、
今
後
高

速
化
が
想
定
さ
れ
る
ど
の
よ
う
な
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
も
対

応
可
能
と
な
っ
た
。

次
に
伝
送
す
る
医
療
情
報
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
循
環

器
救
急
に
必
要
な
情
報
と
し
て
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
と
モ
ニ

タ
心
電
図
及
び
十
二
誘
導
心
電
図
が
必
要
と
考
え
こ
れ
ら

の
情
報
伝
達
を
最
優
先
と
し
た
。
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
に
つ

い
て
は
数
値
デ
ー
タ
で
あ
る
た
め
伝
送
は
容
易
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
心
電
図
に
つ
い
て
は
ア
ナ
ロ
グ

伝
送
技
術
は
一
九
六

0
年
代
よ
り
開
発
さ
れ
、
ほ
ぽ
確
立

さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
医

療
機
器
レ
ベ
ル
で
対
応
さ
れ
て
お
り
、
相
互
接
続
性
や
デ

ー
タ
互
換
性
に
問
題
が
あ
っ
た
。
す
で
に
大
量
に
配
備
さ

れ
て
い
る
機
器
を
使
用
せ
ず
、
新
た
に
医
療
機
器
を
開
発

.
実
装
す
る
に
は
莫
大
な
費
用
と
時
聞
が
か
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
た
め
、
当
初
は
画
像
と
し
て
伝
送
す
る
こ
と

を
考
慮
し
た
。
し
か
し
、
十
分
に
診
断
可
能
な
十
二
誘
導

心
電
図
を
画
像
と
し
て
伝
送
す
る
と
、
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
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が
大
き
く
な
り
、
帯
域
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
加
え
、
現
在

の
通
信
速
度
で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
モ
ニ
タ
心
電
図
で
す

ら
ブ
ロ
ッ
ク
ノ
イ
ズ
が
発
生
し
、
診
断
に
耐
え
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
我
々
は
心
電
図
専
用
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
日
本
の
学
会
や
メ
ー
カ
ー
が
中
心

と
な
り
、
誰
で
も
使
用
可
能
な
国
際
規
格
と
し
て
の
採
用

を
働
き
か
け
て
い
る

M
F
E
R
(冨
包
付
包
巧
言
え
2
5

百
円
。
島
出
向
同
己
ゆ
)
を
採
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
二

誘
導
心
電
図
の
波
形
を
同
一
の
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
で
あ
り

な
が
ら
、
よ
り
精
密
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
モ
ニ
タ
心
電

図
も
現
在
の
帯
域
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
正
確
に
伝
送
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
的
O

さ
ら
に
車
内
の
動
画
に
つ
い
て
は
標
準
的
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
技
術
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
様
々
な
画
像
圧
縮
プ
ロ

(VPN) 

jアプリケーション層
Browser(H廿門， Data(MFER) 

トランスポート層
TCP， UDP 

ネットワーク層
IP 

12誘導心電図、ベッドサイドモニ夕、 Webカメラの情報を標準的インターネットプロ
トコルを介して超小型サーバーに集積し、変換し、移動体通信として第3世代携帯電話
を使用して病院へ伝送するシステムとした。各装置閤の通信は暗号化されている。

ト
コ
ル
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
側
か
ら
方
向
や
ズ

l
ム
、
明
る
さ
調
整
な
ど
が
可

能
な

w
e
b
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ

し
、
動
商
は
一
定
の
帯
域
を
要
求
す
る
こ
と
か
ら
、
適
切

な
搬
送
先
の
選
択
と
病
院
前
救
護
に
は
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

と
心
電
図
の
伝
送
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
実
効
帯
域
に

応
じ
て
動
画
の
帯
域
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発
し

た。
ま
た
搬
送
中
の
情
報
は
個
人
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

個
人
情
報
保
護
に
最
大
限
留
意
し
、
暗
号
化
や
ト
ン
ネ
ル

化
に
最
大
の
配
慮
を
行
う
こ
と
と
し
た
(
図

2
)
。

四
モ
バ
イ
ル
テ
レ
メ
デ
ィ
シ
ン
シ
ス

テ
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
設
計
と
試
作

モバイルテレメディシンシステムの構成

以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
、
我
々
は
平
成
一
四
年
七
月
よ

り
「
循
環
器
救
急
に
お
け
る
モ
バ
イ
ル
テ
レ
メ
デ
ィ
シ
ン

研
究
会
」
を
発
足
し
、
産
官
学
共
同
に
よ
り
移
動
す
る
救

急
車
と
病
院
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
の
開
発
を
開
始
し
た
。
救
急
車
側
に
は
十
二
誘
導

心
電
計
(
自
本
光
電
)
と
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
(
フ
ク

ダ
電
子
)
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
(
松
下
電
器
)
を
設

置
し
て
こ
れ
ら
を
小
型
の
ピ
ロ
ロ
凶
サ
ー
バ
ー

(
N
T
T

コ
ム
ウ
エ
ア
)
に
接
続
し
、
サ
ー
バ
ー
で
心
電
図
を

M
F

E
R
に
変
換
し
た
後
に
暗
号
化
し
、
第
三
世
代
携
菅
電
話

で
あ
る

wー
c
D
M
A方
式
の
デ

l
タ
カ

l
ド

(
Z
↓↓

口。

8
目
。
)
一
枚
を
用
い
て
標
準
的
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ

ロ
ト
コ
ル

(
T
C
P
/
I
P
)
に
よ
り
デ
l
タ
を
伝
送
し

た
(
図

3
)
。
十
二
誘
導
心
電
図
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
リ

ン
グ
周
波
数
を
五

o
o
bと
し
、
一

0
秒
間
の
無
圧
縮
心

電
図
を

M
F
E
R
に
変
換
送
信
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ

メ
ラ
は
宮

otoロ
司
開
。
形
式
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
か

ら
画
像
の
サ
イ
ズ
と
方
向
、
明
る
さ
を
調
整
で
き
る
も
の

を
選
択
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
に
お
い
て
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
配
慮
す
る
た
め
に

V
P
N
(百
江
戸
丘
一
中
日
〈
mwZ

Z
E君
。
長
)
を
構
築
し
暗
号
化
に
も
配
慮
し
た
。
病
院
側

図2

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
市
販
の
ノ

l
ト
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
、
モ
ニ
タ
心
電
図
と
パ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
、
十
二
誘
導
心
電
図
と
動
画
を

2
台
の
モ
ニ

タ
で
表
示
す
る
こ
と
で
同
時
に
関
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
(
図

4
)
。
ま
た
救
急
車
と
病
院
の
二
か
所

を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
救
急
指
令
台
に
加
え
専
門
医
や
家

庭
医
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
考
慮
し
て

S
O
B
A

G
g乱。ロ
O
止
。
ロ
宮
島
出

5
包
τ

ず

ωロ
仏
〉
担
)
ロ
g
t
oロ
ω)

を
用

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
上
で
複
数
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

た。Iイきすタ縮 O誘記た四受病ス l験てスレ防
D ズ、るン)秒導録 O 五信院テ救 Y を三テメ本平
とは 7 -，..操は 心さ救 F、関側ム急 行田ムデ部成
記救ア」作二時電れ告イ始で起車 つのをイのー
録急ィとで回 図た芋¥まの動側 た実搭シ全五
時車ルか送の無(ーかあで動かの (装載ン面年
間のサで信ボ庄一二らつは画らシ 表実しシ的一

協一
カ月
をよ
得り
て大
、阪

救府
急吹
車田
に市
モと
パ吹
イ田
ル市
テ消

五

実
装
実
験

第3世代携帯電話を用いて表 l 吹田市における実装実験の結果

システム起動時間
(救急車のシステム開始~病院側カメラ画像表示)

約45軍歩

20秒.....70秒
12誘導心電図伝送時間
(12誘導心電圏送信~病院側12誘導心電図表示)

28 救:意救命第15号

7.....10秒

表示開始後はリアルタイム

TimeDelay 
1.....3秒

3秒
5秒

FrameRate 
1.8.....3.8fps 
0.4.....2.0fps 
0.2.....0.7fps 

ベッドサイドモニタ表示時開

(データ送信開始~病院側表示)

カメラ画像表示
160X 120 
320 x 240 
640X480 

吹田市における実装実験の結果



の
情
報
を
含
め
て
二
一

O
阿
国
吋
古
に
な
り
、
走
行
中
の
救

急
車
か
ら
送
信
を
開
始
し
て
か
ら
病
院
側
で
の
一
二
誘
導

心
電
図
表
示
ま
で
二

0
1七
O
秒
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
モ

ニ
タ
心
電
図
に
つ
い
て
は
心
電
図
送
信
開
始
か
ら
病
院
側

で
の
受
信
開
始
は
七
j
一
O
秒
で
、
通
信
が
成
立
し
た
後

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

画
像
に
つ
い
て
は

V
G
A
(
六
四

O
×
四
八

O
口
町
巳
)

を
用
い
た
と
き
は
毎
秒

0
・二

1
0
・
七
昨
ω目
。
で
画

像
遅
延
時
間
は
約
五
秒
、

Q
Q
V
G
A
(
一
六

O
×
二
一

o
u
w巳
)
で
は
毎
秒
一
・
八
j
三
・
八
叶
ω目
。
で
、
遅

延
時
間
は
一
'iJ

三
秒
で
あ
っ
た
。

通
信
環
境
で
は
ト
ン
ネ
ル
走
行
時
に
回
線
が
切
断
さ
れ

る
が
、
通
信
環
境
が
回
復
し
た
後
は
自
動
的
に
再
接
続
が

行
わ
れ
、
デ
ー
タ
の
送
受
信
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
が
確
認

Webカメラ

W剛CDMAカード

小型サーバー

12誘導心電計

通信用

ヘッドセット

ベッドサイドモニタ

救急車に小型の12誘導心電図、ベッドサイドモニタを配置した。 Webカメラは天井に

設置し、病院側からコントロールし、方向やズームなどを行うことが可能で、ある。

図3 救急車側の送信システム

さ
れ
た
。

ま
た
、

S
O
B
A
を
用
い
て
救
急
車
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
情
報
を
複
数
の
医
療
者
が
同
時
に
受
信
し
、
さ
ら
に
音

声
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ

I
ド
を
用
い
て
情
報
の
共
有
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

ー」園幽

ノ¥

考

政
示

速
に
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
と
動
画
を
伝
送
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
作
成
し
実
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
医
療
機
器

と
し
て
開
発
す
る
よ
り
は
、
将
来
性
や
発
展
性
を
見
越

し
、
医
療
機
器
か
ら
の
情
報
の
符
号
化
や
デ

I
タ
の
圧
縮

伸
張
技
術
、
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
な
ど
を
標
準
的
な
技
術
を

使
用
す
る
こ
と
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
開
発
す
る

こ
と
を
第
一
と
し
た
。
日
本
は
こ
れ
ら
通
信
技
術
や
情
報

化
技
術
に
お
い
て
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
水
準

を
持
っ
て
い
る
。
救
急
医
療
の
現
状
を
分
析
し
、
将
来
性

と
拡
張
性
の
み
な
ら
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
コ
ス
ト
に
も
留

意
し
、
迅
速
に
開
発
す
る
こ
と
を
心
が
け
な
が
ら
、
救
急

医
療
に
携
わ
る
多
く
の
医
療
者
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
傷
病
者
が
救
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
後
も
シ
ス

テ
ム
開
発
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

今
回
我
々
は
、
現
在
の
循
環
器
救
急
に
お
け
る
臨
床
的

必
要
性
と
通
信
技
術
を
検
討
し
、
適
切
な
搬
送
と
病
院
前

救
護
体
制
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、
モ
バ
イ
ル
テ

レ
メ
デ
ィ
シ
ン
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
、
さ

ら
に
、
既
存
の
医
療
機
器
と
通
信
技
術
を
標
準
的
な
技
術

に
よ
り
結
ぶ
こ
と
で
、
救
急
車
か
ら
病
院
に
正
確
か
つ
迅

12誘導

心電図

他施設の
医師

カメラ画像
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ドクターヘリ導
騨静止患者

は
じ
め
に

相坂勲
東開宏明

和
歌
山
県
は
、
半
島
に
位
置
し
南
北
に
長
く
、
山
間
僻

地
が
多
い
地
理
的
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
分
布
に
も

偏
り
が
あ
り
、
県
北
西
部
の
和
歌
山
市
周
辺
に
県
民
一

O

六
万
人
の
約
六
割
が
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
次
救
急

医
療
施
設
は
和
歌
山
市
に
し
か
存
在
せ
ず
、
二
次
医
療
施

設
は
紀
北
地
域
で
は
紀
ノ
川
沿
い
、
紀
中
お
よ
び
紀
南
地

域
で
は
海
岸
の
都
市
部
に
偏
在
し
て
お
り
、
内
陸
部
は
医

療
過
疎
地
と
な
っ
て
い
る
。

和
歌
山
県
で
は
、
平
成
一
五
年
一
月
一
日
よ
り
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
が
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

導
入
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
和
歌
山
県
内
の
全
地
域
に

三
O
分
以
内
で
到
着
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
地
形
的
に
生

じ
た
医
療
過
疎
地
の
救
急
傷
病
者
に
緊
急
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
よ
り
、
現
場
で

の
医
師
に
よ
る
治
療
や
搬
送
時
間
の
短
縮
は
ロ

5
2口付

与
宮
門
H
8
5
を
改
善
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
よ

る
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
お
よ
び
救
急
車
内
心
肺
停
止

傷
病
者
の
発
生
数
、
生
存
率
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討

し
た
。

UJ日節夫、
輔貞男、

角谷昭一、

藤本尚、
月出和男、
千代孝夫、

篠輔正博、
脇師佳典、

研
究
方
法

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
り
対
応
さ
れ
た
病
院
前
心
肺
停
止

傷
病
者
の
実
態
調
査
と
平
成
一
四
年
、
平
成
一
五
年
の
病

院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
の
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
に
よ
る
実
態

調
査
に
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
が
病
院
前
心
肺
停
止

傷
病
者
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
は
九
時
か
ら
日
没
ま
で
で
あ
る

が
、
統
計
上
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
は
九
時
か
ら
一
七

時
ま
で
と
し
た
。
ま
た
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
病
院
前
心

肺
停
止
傷
病
者
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
は
、
①
パ
イ
ス
タ

ン
ダ
ー
に
よ
る
心
肺
蘇
生
術
が
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

②
心
室
細
動
で
あ
る
こ
と
、
③
心
拍
が
再
開
し
て
い
る
な

ど
の
三
項
目
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
運
航
申
し
合
わ

せ
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

一
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
り
対
応
さ
れ
た
病
院
前
心
肺
停

止
傷
病
者
の
調
査

平
成
一
五
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
一
五
年
二
一
月
一
一
一
一

日
ま
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
対
応
さ
れ
た
病
院
前
心
肺
停
止

症
傷
病
者
の
総
数
、
心
拍
再
開
率
、
入
院
率
お
よ
び
一
年

生
存
率
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

二
和
歌
山
県
に
お
け
る
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
の
調

査
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
よ
る
変
化
の
検
討

和
歌
山
県
に
お
け
る
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
の
調
査

は
、
ウ
ツ
タ
イ
ン
様
式
で
集
計
さ
れ
た
和
歌
山
ウ
ツ
タ
イ

ン
研
究
会
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
ωω
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入

前
(
平
成
一
四
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
一
四
年
二
一
月
一
一
一

一
日
)
お
よ
び
導
入
後
(
平
成
一
五
年
一
月
一
日
か
ら
平

成
一
五
年
二
一
月
一
一
二
日
)
で
の
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病

者
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
(
九
時
か
ら
一
七
時
)

で
の
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
を
以
下
の
項
目
に
つ
い
て

比
較
検
討
し
た
。

ω
病
院
前
心
肺
停
止
一
傷
病
者
数
、
蘇
生
術
施
行
傷
病

者
数
、
心
原
性
傷
病
者
数
お
よ
び
非
心
原
性
傷
病
者
数

同
心
原
性
心
肺
停
止
一
傷
病
者
数
、
心
拍
再
開
率
、
入

院
傷
病
者
数
お
よ
び
一
年
生
存
率

同
非
心
原
性
病
院
前
心
肺
停
止
一
傷
病
者
数
、
心
拍
再

開
率
、
入
院
傷
病
者
数
お
よ
び
一
年
生
存
率

ー
例
救
急
車
内
目
撃
心
肺
停
止
一
傷
病
者
数
、
心
拍
再
開

率
、
入
院
傷
病
者
数
お
よ
び
一
年
生
存
率
、
地
域
別
傷

病
者
数

統
計
学
的
処
理
は

ω
Z号
E
d
z
g円
お
よ
び
罵

g
Z「

国
詰

5
月一

U
5
2
(山
口
月
を
用
い
、
℃
M
m
0
・
8
を
有
意
差
が
あ

る
と
認
め
た
。
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研
究
結
果

一
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
現
場
対
応
し
た
病
院
前
心
肺
停
止

傷
病
者



平
成
一
五
年
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
対
応
し
た
傷
病
者
の

内
訳
を
表
1
に
一
不
す
。
和
歌
山
県
内
に
お
い
て
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
で
対
応
し
た
傷
病
者
は
二
二
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
の

傷
病
者
の
う
ち
病
院
前
心
肺
停
止
の
症
例
は
一
O
人
(
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
傷
病
者
の
四
・
五
%
、
病
院
前
心
肺
停

止
傷
病
者
の
一
・
一
%
)
で
あ
り
、
全
例
非
心
原
性
疾
患

(
内
因
性
疾
患
二
人
、
外
因
性
疾
患
八
人
)
で
あ
っ
た
。

心
拍
再
開
は
四
人
(
四
O
%
)
、
救
急
外
来
で
蘇
生
で
き

ず
死
亡
し
た
の
は
三
人
で
あ
り
、

I
C
U
に
入
院
し
た
の

は
三
人
(
三
O
%
)
で
あ
っ
た
。
一
年
後
生
存
し
た
の
は

一
人
(
一
年
後
生
存
率
一
0
・
0
%
)
で
あ
っ
た
。

二
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
前
後
の
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病

者
数
お
よ
び
予
後

平
成
一
四
年
お
よ
び
平
成
一
五
年
の
病
院
前
心
肺
停
止

傷
病
者
を
表
2
に
示
す
。
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
お
よ

び
心
原
性
心
肺
停
止
傷
病
者
は
、
総
数
お
よ
び
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
運
航
時
間
帯
傷
病
者
数
で
も
平
成
一
五
年
で
は
平
成

一
四
年
に
比
較
し
増
加
し
た
。
一
方
、
非
心
原
性
傷
病
者

は
平
成
一
五
年
で
は
平
成
一
四
年
と
比
較
し
減
少
し
、
ま

た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
で
も
著
明
に
減
少
し
た
。

三
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
前
お
よ
び
運
航
後
の
病
院
前
心

肺
停
止
傷
病
者
数
お
よ
び
予
後

平
成
一
四
年
お
よ
び
平
成
一
五
年
の
心
原
性
心
肺
停
止

傷
病
者
を
表
3
に
示
す
。
心
原
性
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病

者
総
数
お
よ
び
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
運
航
時
間
帯
傷
病
者
数
は

平
成
一
五
年
で
は
平
成
一
四

年
と
比
較
し
増
加
し
た
。
ま

た
、
心
原
性
病
院
前
心
肺
停

止
傷
病
者
の
心
拍
再
開
率
、

入
院
率
お
よ
び
一
年
後
の
生

存
率
は
平
成
一
五
年
で
は
平

成
一
四
年
と
比
較
し
低
下
し

た
が
、
有
意
差
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

平成15年ドクターへりで対
応した和歌山県内病院前心

肺停止傷病者

表 1

平
成
一
四
年
お
よ
び
平
成
一
五
年
の
非
心
原
性
病
院
前

心
肺
停
止
傷
病
者
の
予
後
を
表
4
に
示
す
。
非
心
原
性
病

院
前
傷
病
者
お
よ
び
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
の
傷
病

者
は
増
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
拍
再
開
率
、
入
院
率
お
よ

び
一
年
後
生
存
率
は
平
成
一
五
年
で
は
平
成
一
四
年
と
比

較
し
、
低
下
し
た
が
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

四
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
前
後
の
救
急
車
内
心
停
止
傷
病

者
の
予
後
、
搬
送
時
間
お
よ
び
地
域
分
布

平
成
一
四
年
お
よ
び
平
成
一
五
年
の
救
急
車
内
心
停
止

傷
病
者
の
予
後
を
表
5
に
示
す
。
救
急
車
内
心
筋
停
止
傷

病
者
お
よ
び
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
で
の
救
急
車
内

心
肺
停
止
傷
病
者
は
、
平
成
一
五
年
で
は
平
成
一
四
年
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
ま
た
、
救
急
車
内
心
停
止
全
傷

病
者
の
心
拍
再
開
率
お
よ
び
一
年
後
の
生
存
率
は
、
平
成

一
五
年
で
は
平
成
一
四
年
と
比
較
し
低
下
し
た
が
、
い
ず

れ
も
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運

航
時
間
帯
で
の
救
急
車
内
心
肺
停
止
傷
病
者
の
心
拍
再
開

率
、
入
院
率
お
よ
び
一
年
生
存
率
は
、
平
成
一
五
年
で
は

平
成
一
四
年
と
比
べ
低
下
し
た
が
、
有
意
差
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

平
成
一
四
年
お
よ
び
平
成
一
五
年
の
消
防
本
部
別
救
急

車
内
心
肺
停
止
傷
病
者
数
を
表
6
に
示
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
運
航
時
間
帯
で
の
救
急
車
内
心
肺
停
止
傷
病
者
は
一
五

消
防
本
部
で
増
加
せ
ず
、
五
消
防
本
部
で
増
加
し
た
が
、

ドクターヘリによる搬送傷
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病者数

総数 10 

病院前心肺停 心原性
。

止傷病者 非J心原性 10 

外因性 8 

あ り 4 
一ーーーーー自由自『ーーーー『由

心拍再開 な し 6 
ーー一一一一一一一司自由司自由一 一一帯冊一一一ーー，

あ り % 40.0 

ICU入院 3 
ーー一ー一一一一ー司自由ー白骨冊目 自民守令市一時伺--ー同

予 搬入後 処置室死亡 3 
ーーーーーーーーーー-ーー一ー『 ーーーーー『ーー

入 院%30.0 

生存 2 
自由ーーーーーーーーーー--甲山 ーーーー---由

後 1 日後 死亡 1 
ー一一ーー一ーーーー一ー一ー一一 一一一一一ーー-

生 存%20.0 

生存 1 
ーーーーーー一一ー一一一一明司閉『 ーー-司自由由司

1年後 死亡 1 
一ーーー『ーーー一一一一ーー一一 ーー-ー-ーー-

生 存%10.0 

増
加
し
た
五
消
防

本
部
の
う
ち
四
消

防
本
部
が
人
口
四

.
五
万
人
以
上
で

あ
っ
た
(
表
6
、

図

1
)
。
ま
た
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航

を
増
加
し
た
消
防

本
部
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
搬
送
傷
病
者

は
二
O
人
以
下
で

あ
り
、
人
口
比
で

は
少
な
い
傾
向
を

示
し
た
(
表
6
、

図
1
)
。

平成14年 平成15年

総数
9時から
総数

9時から

17時 17時

心肺停止傷病者数 906 346 935 352 

蘇生術施行傷病者数 873 333 901 337 

心原性傷病者数 403 142 478* 181 * 

非心原性傷病者数 470 191 423* 156* 

平成14年および平成15年の病院前心肺停止傷病者

*:p壬0.05(平成14年と平成15年の比較検定)

考

頭一小

表2

平
成
一
五
年
に

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で

対
応
し
た
和
歌
山
県
内
の
心
肺
停
止
傷
病
者
が
一
O
人

(
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
傷
病
者
の
四
・
五
%
)
と
少
な
か

っ
た
の
は
、
和
歌
山
県
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
で
の
心

肺
停
止
傷
病
者
に
対
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
申
し
合
わ

せ
事
項
で
①
パ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
心
肺
蘇
生
術
が
施

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
心
室
細
動
で
あ
る
こ
と
、
③
心

拍
が
再
開
し
て
い
る
な
ど
の
三
項
目
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
今

回
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
対
応
し
た
心
肺
停
止
傷
病
者
が
全
例

非
心
原
性
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
八
O
%
が
外
国
性
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
和
歌
山
県
で

は
心
姉
停
止
傷
病
者
に
対
し
て
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
さ
れ
た
後
に
傷
病
者
が
心
肺
停
止
に
な
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
医
療
過
疎
地
へ
救
急

31 



平成14年および、平成15年の心原性心肺停止傷病者数と予後

平成14年 平成15年

心原性心肺停止 総数
9時から

総数
9時から

f第 病 者 数
17時 17時

403 142 478 181 

'拍再開b 

あり 117 38 130 50 
ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー一一一一ー』ー ー】ーーーーーーーーーーーーーー

な し 286 104 348 131 
ー-ーー一一一ーーーーーー『ーー

予 あり% 29.03 26. 76 27.20n.s. 27.62nふ

調E ICU入院 78 28 73 25 
一一一一一一ーーーーーーーーー』ー

入 外来死亡 325 114 405 155 

後
ー『ー一一一【一一ー一一ーー ーーーーーーー一白曹岡田市---ー ー------【一ー一ーーーーー-

入 院% 19.35 19. 72 15.27nふ 13.81nふ

後 1 生存 12 3 5 1 
ーーーーーーーーー-----由司 ーーー----ー四ーーーーー ーーーー一一一一ーーーーーーーー値

年 死亡 391 139 473 180 

後
ーーー一ーーーーー一 ー一一一一一一一一一ーーーー ーーーーーーーーー一一ー-ー一一 ーー一一一ー一一一ーー-ー-ーーー

生 存% 2.98 2.11 1. 05nふ 0.55nふ

表3

医
が
赴
き
傷
病
者
に
緊
急
対
応
が
で
き
る
た
め
に
、
病
続

前
心
肺
停
止
傷
病
者
と
く
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
詞
帯

で
の
心
肺
停
止
傷
病
者
数
は
減
少
す
る
と
考
え
て
い
た

が
、
実
際
に
は
心
肺
停
止
傷
病
者
数
は
減
少
せ
ず
、
ま
た

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
で
も
心
肺
停
止
傷
病
者
数
は

減
少
し
な
か
っ
た
(
表
2
)
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導

入
に
お
い
て
も
、
心
原
性
お
よ
び
非
心
原
性
の
病
院
前
心

肺
停
止
傷
病
者
の
心
拍
再
開
率
、
入
院
率
お
よ
び
一
年
後

生
存
率
な
ど
も
低
下
し
な
か
っ
た
(
表
3
、
表
4
)
。
こ
れ

ら
の
最
も
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
平
成

一
五
年
四
月
よ
り
、
和
歌
山
県
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
の
設
立
、
救
急
救
命
士
の
心
肺
停
止
患
者
の
特

定
行
為
に
対
す
る
指
示
、
検
証
お
よ
び
研
修
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
に
対
す
る
積
極
的
な
対

応
な
ど
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
心
原
性
と
非
心
原
性
の
病
院
前 n.s. : P >0. 05 (平成14年と平成15年の比較検定)

平成14年および平成15年の非心原性心肺停止傷病者数と予後

平成14年 平成15年

非心原性J心肺停止 総数
9時から

総数
9時から

傷 病 者 数
17時 17時

470 191 423 156 

拍再，開b 

あり 166 82 162 63 

なし 303 109 261 93 
一一一ーー甲山一ー一ーーーーーー ーーー山】ーーーーーーーーーーー

予 あり% 35.32 42.93 38.30nふ 40.38nふ

調EICU入院 137 71 121 48 
--甲山一一ーーーーーーーーーー ーー-ーーーーーーーーーーー ーーーーーー一ー---ーーーー山

入 外来死亡 333 120 302 108 

後
ーーーーーーー一一一 一ーーーーー四一一ーーーーーーー

入 院% 29.15 37.17 28.60nふ 30. 77n.s 

後 1 生存 11 9 8 3 
----------一一--由申

年 死亡 459 182 415 153 

後
ー一一ー一一一ーーーーーーー ー-----ーーーーーーーーーー ーーーーー----一一ーーー『ー

生 存% 2.34 4.71 1. 89nふ 1. 92* 

表4
心
肺
停
止
症
例
に
分
け
る
と
、
平
成
一
五
年
で
増
加
し
て

い
る
の
は
心
原
性
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
で
あ
り
、
非

心
原
性
の
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者
は
総
数
お
よ
び
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
傷
病
者
数
で
も
有
意
に
減
少
し
て

い
た
(
表
2
)
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
成
一
五
年
で

は
多
く
の
重
症
外
傷
傷
病
者
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ

れ
た
た
め
に
非
心
原
性
の
病
院
前
心
肺
停
止
が
減
少
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

救
急
車
内
で
目
撃
さ
れ
た
心
肺
停
止
傷
病
者
と
く
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
で
の
心
肺
停
止
傷
病
者
は
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
よ
っ
て
も
増
加
し
、
心
拍
再
開
率
、
入

院
率
お
よ
び
一
年
生
存
率
は
有
意
差
は
な
い
が
い
ず
れ
も

低
下
し
た
(
表
5
)
。
救
急
車
内
で
の
心
肺
停
止
傷
病
者

と
く
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
時
間
帯
傷
病
者
を
消
防
本
部

別
に
み
る
と
、
一
五
消
防
本
部
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航

に
よ
り
低
下
あ
る
い
は
変
化
が
な
か
っ
た
が
、
五
消
防
本 nふ:P >0.05 (平成14年と平成15年の比較検定)

平成14年および平成15年の救急車内心停止傷病者数と予後

平成14年 平成15年

救急車内目撃 総数
9時から

総数
9時から

心停止傷病者数
17時 17時

52 18 56 21 

d拍再開b 

あり 28 9 29 10 
ーーーーー一ー一ーーーーーー一一

な し 24 9 27 11 
ーーーーー-ーーーーーーー--ー

予 あり% 53.85 50.00 51. 7n.s 47. 62n.s. 

搬 ICU入院 23 8 21 8 

入 外来死亡 29 10 35 13 

後
』ー一明胃由司自由自問ーーーーーー

入 院% 44.23 44.44 37.50nふ 38.10nふ

後 1 生存 5 1 1 。
一一一一一四百 四一---ーーーー 自由司自由曙静【---一一一一

年 死亡 47 17 55 

後
ーーーーーーー----ーーー

生 存% 9.62 5.56 1. 79nふ

32 救:患救命第15号

nふ:P >0.05 (平成14年と平成15年の比較検定)

表5
部
で
は
増
加
し
た
。
こ
の
一
五
消
防
本
部
で
は
五
消
防
本

部
に
比
べ
人
口
が
少
な
く
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
傷
病
者

が
相
対
的
に
多
か
っ
た
(
表
6
、
図
1
)
。
一
方
、
救
急
車

内
で
の
心
肺
停
止
傷
病
者
が
増
加
し
た
五
消
防
本
部
の
う

ち
、
四
消
防
本
部
が
人
口
四
・
五
万
以
上
の
住
民
を
擁
す

る
消
防
本
部
で
あ
っ
た
(
表
5
、
表
6
)
。
最
も
人
口
の
多

い
A
市
で
は
当
セ
ン
タ
ー
が
市
内
に
あ
り
、
近
距
離
で
あ

る
た
め
に
病
院
お
よ
び
救
急
車
か
ら
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要

請
は
少
な
く
、
ま
た
心
肺
停
止
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
こ

か
所
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
多
く
の
受
け
入
れ
病

院
が
あ
る
た
め
に
救
急
車
に
よ
る
搬
送
時
間
は
短
く
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
に
よ
っ
て
も
病
院
前
心
肺
停
止
傷
病
者

数
や
予
後
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。

A
市
に
続
き
人
口
が
集
中
し
て
い
る
人
口
四
・
五
万

人
以
上
の
中
都
市
で
あ
る
四
市
町
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航

時
間
帯
の
救
急
車
内
心
肺
停
止
傷
病
者
が
増
加
し
た
理
由



と
し
て
、
人
口
比
あ
た
り
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
が
少
な

か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
(
圏

1
)
。
こ
れ
ら
の
消
防
本
部
の
う
ち
、

A
市
に
隣
接
し
て

い
る
二
市
町
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
す
る
の
に
は
中

途
半
端
な
距
離
で
あ
る
た
め
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
頻
度

が
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
他
の
二
市
の
消
防
本

部
で
は
そ
の
地
域
に
複
数
の
二
次
医
療
機
関
が
あ
る
た
め

に
三
次
救
急
医
療
が
必
要
な
傷
病
者
で
あ
っ
て
も
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
要
請
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
四
市
町
で
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

要
請
に
慣
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
適
応

傷
病
者
に
対
し
て
積
極
的
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
が
多
く

な
れ
ば
、
救
急
車
搬
送
中
の
心
肺
停
止
傷
病
者
数
は
減
少

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

和
歌
山
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は
病
院
前
心
肺
停
止
傷

病
者
に
す
る
出
動
要
請
は
少
な
く
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
対

応
し
た
心
肺
停
止
傷
病
者
の
八

O
%は
外
傷
で
あ
り
、
ま

た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
後
の
非
心
原
性
病
院
前
心
肺
停
止

傷
病
者
の
減
少
は
、
多
く
の
重
症
外
傷
患
者
が
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
で
対
応
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
よ
り
和
歌
山
県
の
病
院
前
心
肺

停
止
傷
病
者
お
よ
び
救
急
車
内
心
肺
停
止
傷
病
者
の
発
生

頻
度
、
心
肺
蘇
生
率
お
よ
び
一
年
生
存
率
な
ど
に
は
影
響

を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
救
急
車
内
心
肺

停
止
傷
病
者
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
適
応
傷
病
者
に
対
す
る
積

極
的
な
要
請
が
多
く
な
れ
ば
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る。

平成14年 平成15年 平成15年

消防本部 心肺停止傷病者数 心肺停止傷病者数 ドクヘリ

運航回数
人口

総数 9 時~17時 総数 9 時~17時

A 14 5 12 5 7 389，816 

B (19km) 4 l 10 5 14 120，770 

C (54km) 2 2 10 3 20 94，000 

D (27km) 5 2 2 。 12 65，362 

E (40凶) 2 。 3 3 9 55，354 

F (2凶) 2 。 3 l 2 46，429 

G (35km) 3 2 2 1 46 41，956 

H (14凶) 2 1 1 。 6 34，083 

1 (94km) 3 。 2 。 19 32，801 

J (20km) 4 2 3 1 14 29，726 

瓦 (33km) 2 。 。 。 10 27，854 

L (20km) 。 。 2 。 7 23，319 

M (60km) 3 1 3 。 5 19，958 

N (94km) 2 1 。 。 10 19，403 

o (97凶) 。 。 2 2 7 15，697 

P (8凶) 1 1 。 。 1 14，895 

Q (17km) 1 。 。 。 10 12，408 

R (77km) 。 。 。 。 5 10，680 

S (97km) 。 。 。 。 4 9，601 

T (37凶) 1 。 1 。 10 4，622 

U (67km) 1 。 1 。 3 3，927 

平成14年および、平成15年の消防本部別救急車内心肺停止傷
病者数、 ドクターヘリ運航回数および人口

表

は和歌山県立医科大学から消防本部までの直線距離

仁二コは平成15年ドクターへリ運航時間帯(9 時~17時)に救急車内目撃
者心肺停止傷病者が増加した消防本部
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怠に閉すあ調査研究事業助成完ア報告

隆
愛知医科大学高度救命救急センター

外傷患者の救命率向上を閤指した

ドクターへリシステムの効果的

は
じ
め
に

重
症
救
急
患
者
の
救
命
率
向
上
を
目
指
し
、
わ
が
国
に

お
い
て
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
の
試
験
的
運
用
を
経

て
、
二

O
O
一
年
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
が
本
格

運
用
開
始
と
な
っ
た
。
聖
隷
三
方
原
病
院
、
川
崎
医
科
大

学
附
属
病
院
、
日
本
医
科
大
学
附
属
千
葉
北
総
病
院
に
次

い
で
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
で
は
二

O
O
二
年
に
運
用
開

始
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
期
待
さ
れ
る
も
の
は
何
か

を
考
え
て
み
た
い
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
移
動
手
段
と
し
て

の
ス
ピ
ー
ド
を
最
大
限
に
生
か
し
た
傷
病
者
の
搬
送
時
間

短
縮
に
そ
の
成
果
を
期
待
す
る
声
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
単
な
る
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
な

く
、
機
動
性
を
十
分
に
加
味
し
た
利
用
が
な
さ
れ
て
こ

そ
、
そ
の
効
果
は
最
大
と
な
る
。
す
な
わ
ち
傷
病
者
が
発

生
し
た
と
き
、
可
及
的
速
や
か
に
医
師
と
看
護
師
が
現
場

へ
急
行
し
、
現
場
で
救
急
隊
員
の
協
力
の
下
に
適
切
な
初

療
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

愛
知
医
科
大
学
に
お
け
る
ド
ク
タ
i

ヘ
リ
運
用
の
実
態

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
効
果
的
運
用
を
測
る
た
め
の
明
確
な

手
法
は
な
い
。
し
か
し
、
救
急
事
例
に
お
い
て
は
時
間
的

要
素
が
常
に
重
大
な
因
子
と
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
特
に
消
防
本
部
か
ら
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
ま

で
の
時
間
的
経
過
が
、
傷
病
者
救
命
の
カ
ギ
を
握
る
こ
と

も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
適
切
な
症
例
、
②
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
③
適
切
な
情
報
が
か
み
合
っ
て
こ

そ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
初
動
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と

い
え
る
。
そ
こ
で
、
愛
知
医
科
大
学
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動

事
例
の
う
ち
外
因
性
疾
患
を
対
象
に
出
動
要
請
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
後
ろ
向
き
調
査
し
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

〈
方
法
・
対
象
〉

二
O
O
三
年
四
月
一
日
j

一
O
月
二
四
百
ま
で
の
七
か

調査対象件数

@調査期間中の症例数内訳(258件)

E救急現場 186件

φ議m
厩病院間転送

φ 内因性

園キャンセル

表1

141件内訳(複数同時搬送あり)

男性 112名、女性 31名
年齢 3-91歳

救意救命第15号 34

月
の
出
動
症
例
を
対
象
と
し
、
病
院
間
転
送
、
キ
ャ
ン
セ
ル

を
除
い
た
現
場
救
急
の
う
ち
外
因
性
疾
患
に
つ
い
て
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
記
録
を
元
に
時
間
的
要
因
を
分
析
し
た
。

〈
結
果
及
び
考
察
〉

愛
知
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
二

O
O
二
年
一
月
一
日
に
運

用
開
始
と
な
り
、
出
動
件
数
は
一
年
目
は
二
八
二
件
、
二

年
日
は
四
七
三
件
で
あ
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
医
療
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と
い

え
る
が
、
愛
知
県
で
は
現
場
救
急
は
六
八
%
、
病
院
間
転

送
一
七
%
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
一
五
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
場
救
急
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
キ

ャ
ン
セ
ル
例
を
除
い
た
実
出
動
六
四
二
例
の
内
訳
は
、
外

因
性
疾
患
が
六
三
%
、
内
因
性
疾
患
が
三
七
%
と
外
因
性

疾
患
が
約
三
分
の
二
を
占
め
る
。

前
記
調
査
期
間
中
の
出
動
件
数
は
二
五
八
件
で
あ
り
、

現
場
救
急
は
一
八
六
件
、
そ
の
う
ち
外
因
性
疾
患
は
一
四

一
件
で
あ
り
、
こ
の
一
四
一
件
を
今
回
の
調
査
分
析
対
象

と
し
た
(
表
1
)
。
し
か
し
、
七
件
は
デ

l
タ
不
備
の
た

め
二
二
四
件
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。



ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
の
時
間
的
経
緯
と
し
て
は
二

通
り
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
覚
知
に
よ
り

消
防
指
令
台
か
ら
救
急
車
出
動
の
指
令
が
出
さ
れ
(
①
)
、

救
急
隊
が
現
場
到
着
後
に
状
況
を
見
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
し
(
②
)
、
指
令
台
経
由
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
通
信
セ

ン
タ
ー
へ
出
動
要
請
し
(
③
)
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
現
場

へ
向
か
う
(
④
)
。
こ
の
場
合
、
当
然
な
が
ら
救
急
車
が

現
場
へ
先
着
し
、
遅
れ
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
到
着
す
る
(
図

1
)
。
二
つ
め
の
パ
タ
ー
ン
は
、
救
急
車
が
現
場
へ
向
か

う
途
上
(
あ
る
い
は
覚
知
に
よ
る
傷
病
者
情
報
の
入
手
と

同
時
)
(
①
)
に
、
指
令
台
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
通
信
セ

ン
タ
ー
へ
出
動
要
請
し
(
②
)
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
現
場

へ
向
か
う
(
③
)
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
救
急
隊
よ
り
先
着
、
同
着
、
後
着
の
い
ず

れ
も
あ
り
得
る
(
図
2
)
。

覚
知
か
ら
救
急
隊
現
着
ま
で
の
所
要
時
間
は
中
央
値
七

分
(
範
囲
一

0
1五
六
分
)
で
、
覚
知
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
出
動
要
請
ま
で
の
所
要
時
間
は
中
央
値
八
分
(
範
囲
一

一
j
コ
二
分
)
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
出
動
要
請
ま
で
の

時
間
的
経
過
を
詳
細
に
調
査
す
る
と
、
救
急
隊
が
現
場
到

着
す
る
前
に
出
動
要
請
が
あ
っ
た
の
は
五
O
件
(
三
六

%
)
で
あ
り
、
こ
れ
は
受
傷
機
転
な
ど
恨
ら
れ
た
情
報
か

ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
救
急
隊
が
現
着
す
る
と
同
時
あ
る
い
は
現
着

後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
し
た
も

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
件
(
六
%
)
、
七
五
件
(
五
三
%
)

で
あ
っ
た
(
図
3
)
。
要
す
る
に
両
者
を
合
わ
せ
た
八
四

件
(
五
九
%
)
は
現
場
の
状
況
を
見
て
か
ら
出
動
要
請
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
何
例
か
は
要
請
が
遅

か
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

救
急
隊
現
着
後
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
が
な
さ
れ

た
七
五
件
に
つ
い
て
、
現
着
を
起
点
と
し
て
の
時
間
経
過

と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
の
累
積
実
施
率
を
み
る
と
、
実
施

率
が
五
O
%
に
な
る
に
は
、
現
着
後
五
分
弱
か
か
っ
て
い

る
(
図
4
)
。
現
場
で
の
五
分
間
と
い
え
ば
、
プ
レ
ホ
ス

消坊指令台

百③

〉

② 
へリ要請

消防指令台

ヘリ要請までの時間的経過のパターン(1)図1ヘリ要請までの時間的経過のパターン(2)国2

ピ
タ
ル
外
傷
標
準
化
教
育
コ

l
ス
J
P
T
E
C
で
は
、

z
m
E
F
C
o
と
判
断
さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に
観
察
・
処
置

を
済
ま
せ
現
場
を
離
れ
る
ま
で
の
時
間
で
あ
る
。
現
着
後

(n=9 6%) 

救急隊現着と

問時にヘリ要請

(7例データ不構)

救急隊現着後
にへリ要請

(n=75 53%) 
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(n=14l) 

覚知→救急隊現着

ヘリ要請のタイミング図3(n =75) 救急隊現着後ヘリ要請例図4

に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
を
的
確
な
判
断
で
迷
う
こ
と
な
く

で
き
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

機
動
力
に
富
む
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
い
え
、
現
着
後
の

35 



出
動
要
請
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
傷
病
者
と
接

触
す
る
ま
で
の
時
聞
が
お
の
ず
と
遅
れ
る
。
か
か
る
状
況

で
は
、
重
症
例
で
あ
る
ほ
ど
初
療
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

遅
れ
が
転
帰
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
で
は
司
B
E

〈

g
g
σ
宮
口
・

2
5山
口
g
F
(
P
T
D
)
の
回
避
は
到
底

期
待
が
薄
く
な
る
。

現
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な

く
、
覚
知
か
ら
救
急
車
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
現
着
す
る
ま

で
の
所
要
時
間
を
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
救
急
車
で

は
中
央
値
七
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
中

央
値
一
一
一
分
で
あ
っ
た
(
図
5
)
。
救
急
車
よ
り
先
に
現

着
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
の
時

間
の
較
差
が
少
し
で
も
縮
ま
る
の
が
理
想
的
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
外
国
性
疾
患
で
は

τ包
俸

の

o
に
基
づ
く

遅
滞
な
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
が
望
ま
れ
る
。

今
回
の
分
析
調
査
の
限
界
と
し
て
は
以
下
の
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
第
一
点
は
外
因
性
疾
患
を
対
象
と
し
た
も
の

の
、
あ
く
ま
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
の
要
請
が
な
さ
れ
た
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覚知→救急隊現着

事
例
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
出
動
要
請
事
例

の
う
ち
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
三
八
件
も
分
析
対
象
と

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
今
回
の
結
果
は
全
体
像
を
表
し
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
症
例
に
つ
い
て
の

厳
密
な
重
症
度
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
本
研
究
の
精
度
を

高
め
る
た
め
に
は
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。
そ
し
て
記
録

上
の
時
間
的
要
素
の
み
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際

に
は
着
陸
場
所
決
定
ま
で
の
手
続
き
に
手
間
取
る
こ
と
に

よ
る
時
間
経
過
な
ど
の
背
景
は
今
回
の
分
析
に
は
加
味
さ

れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
差
し
引
い
て
も
、
今
回
の
結
果
か

ら
五
三
%
と
過
半
数
に
お
い
て
、
救
急
隊
が
現
場
到
着
後

に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
外
傷
症
例
で
は

オ
ー
バ
ー
ト
リ
ア

l
ジ
の
容
認
を
基
本
と
し
た
対
応
こ
そ

が
P
T
D
の
減
少
に
繋
が
る
こ
と
を
、
今
一
度
プ
レ
ホ
ス

ピ
タ
ル
ケ
ア
に
携
わ
る
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
再
認
識
す

る
べ
き
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
実
態
と
効
果
的
運

用
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

図5

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
の
分
析
で

は
、
①
適
切
な
症
例
、
②
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
③
適
切

な
情
報
の
も
と
に

Z
包
除
。
。
の
考
え
方
を
導
入
す
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
オ
ー
バ
ー
ト
リ
ア

l
ジ
の
容
認
を
広
く

認
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
結
論
し
た
が
、
詳
細
な

分
析
に
は
客
観
的
な
重
症
度
判
定
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
し
て
重
症
度
か
ら
予
測
生
存
率
を
算
出
し
、
個
々
の

症
例
に
つ
い
て

P
T
D
で
あ
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
作

業
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
各
医
療
機
関
の
外
傷
症

例
の
治
療
レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
一
医

療
機
関
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
の
外
傷
に
対
す
る
医

療
の
レ
ベ
ル
を
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
か
ら
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア

ま
で
の
ト
ー
タ
ル
な
活
動
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
今
後
の
救

急
医
療
体
制
の
よ
り
よ
い
方
向
性
を
見
い
だ
す
端
緒
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
残
念
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
客
観

的
評
価
に
つ
い
て
、
東
京
地
区
な
ど
の
ご
く
一
部
を
除

き
、
広
域
的
な
作
業
と
し
て
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
背

景
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
鑑
み
、
本
研
究
助
成
を

実
の
あ
る
も
の
に
す
る
べ
く
、
外
傷
重
症
度
と
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
現
状
を
今
一
度
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
と
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
〉

二
O
O
四
年
二
月
二
一
白
浜
松
に
て
第
二

O
回
日
本
救

急
医
学
会
東
海
甲
信
地
方
会
学
術
集
会
(
会
長
岡
田
異
人

先
生
聖
隷
三
方
原
病
院
)
に
先
立
ち
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
(
写
真
1
・
2
)
。
座
長
並
び
に
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
は
次
の
方
々
に
お
願
い
し
た
(
所
属
は
当
時

の
も
の
)
。

座
長
一
野
口
宏

(
愛
知
医
科
大
学
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
)

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
一

・「
H
4
2
8
g
σ
目。片片山口
Emw【
同

g
F
に
つ
い
て
」

大

友

康

裕

(
国
立
病
院
東
京
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
)

・「、吋

5
5
5
5阿
佐
可
可
(
外
傷
登
録
)
に
つ
い
て
」

小
関
一
英
(
日
本
外
傷
学
会

d
・2
E
m
B問
E

E
q
検
討
委
員
会
委
員
長
、
川
口
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
)

藤
田
尚
(
日
本
外
傷
学
会
↓

5
5
5
5阿佐
I

可
可
検
討
委
員
会
、
帝
京
大
学
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
)

東
平
日
出
夫
(
日
本
外
傷
学
会
H
，

H・2
H
5

5
位
巳
ミ
検
討
委
員
会
、
大
阪
府
立
泉
州
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
)

・
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
の
実
際
」

松
本
尚
(
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
)

豊

田

泉
(
聖
隷
三
方
原
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
)
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中

川

隆

(
愛
知
医
科
大
学
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
)

〈
シ
ン
ポ
ジ
ス
卜
選
定
の
背
景
〉

七
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
選
定
は
、
ま
ず
わ
が
国
に
お

け
る

P
T
D
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
大
友
先
生
、
そ
し

て
日
本
外
傷
学
会
、
吋

5
5
5
5巴
丘
ミ
検
討
委
員
会
か
ら

委
員
長
の
小
関
先
生
、
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
藤

田
、
東
平
両
先
生
に
お
願
い
し
た
。
そ
し
て
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
日
頃
の
診
療
活
動
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
い
る

三
施
設
か
ら
松
本
先
生
、
豊
田
先
生
、
そ
し
て
中
川
が
各

施
設
に
お
け
る
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成
と
内
容
〉

最
初
に
大
友
先
生
か
ら
、
わ
が
国
の

P
T
D
の
現
状
を

米
国
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
の
解
説
が
あ
り
、
二
年
連
続
で

調
査
し
た
結
果
、
や
は
り
P
T
D
は
約
四

O
%
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
重
症
外
傷
症
例
数
を
多
く
経
験
す
る
施

設
ほ
ど
よ
り
P
T
D
が
少
な
い
と
言
え
る
こ
と
よ
り
、
日

本
で
も
外
傷
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
の
報
告

で
あ
っ
た
。

続
い
て
小
関
先
生
か
ら
日
本
外
傷
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
お

け
る
斗

5
5
5一
B
n
2弓
の
目
的
と
利
点
、
さ
ら
に

Bmt

一ω可
可
に
関
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
紹
介

が
あ
り
、
藤
田
先
生
か
ら
は
入
力
の
実
際
と
、
デ
ー
タ
バ

ン
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
東
平
先
生
か
ら
は
デ
l
タ
の
質
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
具
体
例
が
提
示
さ
れ

た
。
例
え
ば
シ
ョ
ッ
ク
患
者
に
対
す
る
輸
血
開
始
ま
で
の

所
要
時
間
、
ネ
ッ
ク
カ
ラ

I
装
着
率
な
ど
に
つ
い
て
、
自

身
の
医
療
機
関
あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制

の
成
熟
度
を
他
と
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点
を
強

調
さ
れ
た
。

四
名
の
発
表
を
一
区
切
り
と
し
、
こ
こ
で
演
者
四
名
が

壇
上
に
上
が
り
会
場
か
ら
の
質
問
を
交
え
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
な
さ
れ
た
。
東
海
甲
信
地
区
で
は
吋

E
E
5
5
m
s

E
ミ
へ
の
参
画
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
段
賭
で
あ
り
、
今

後
は
関
東
、
関
西
地
区
な
ど
先
進
地
区
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
早
期
の
普
及
が
待
た
れ
る
。

続
い
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
現
状
に
つ
い
て
最
初
に
松
本

先
生
か
ら
発
表
が
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
効
果
と
し
て

救
急
現
場
と
病
院
到
着
時
の
予
測
生
存
率
が
生
存
例
に
つ

い
て
は
有
意
に
改
善
し
て
い
る
こ
と
、
受
傷
か
ら
医
師
に

よ
る
治
療
開
始
時
間
に
つ
い
て
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
症
例
で

は
二
九
分
で
、
救
急
車
搬
送
さ
れ
た

と
仮
定
し
た
場
合
の
五
七
分
と
比
べ

る
と
所
要
時
間
は
二
倍
の
差
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
単
な
る
搬
送
時
間
の
短

縮
が
目
的
で
は
な
い
こ
と
も
併
せ
て

強
調
さ
れ
た
。

豊
田
先
生
は
外
傷
治
療
に
お
け
る

J
P
T
E
C
と
J
A
T
E
C
の
実
践

に
つ
い
て
、
両
者
の
境
界
線
が
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
よ
り
、
さ
ら
に
現

場
サ
イ
ド
で

J
A
T
E
C
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
を
実
例
を
挙
げ
て
報
告
さ

れ
、
外
傷
標
準
化
教
育
の
普
及
と
実

写真1

写真2

践
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。

最
後
に
中
川
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
病
院
で
あ
る
愛

知
医
大
病
院
の
近
隣
消
防
本
部
か
ら
の
出
動
要
請
が
実
際

に
は
か
な
り
の
件
数
に
な
っ
て
い
る
実
情
を
紹
介
し
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
決
し
て
長
距
離
搬
送
の
た
め
だ
け
の
手
段

で
は
な
い
点
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動

に
よ
り
明
ら
か
に
予
測
生
存
率
の
観
点
か
ら
好
結
果
を
も

た
ら
し
た
症
例
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
愛
知
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
浜
松
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
(
聖
隷
三
方
原
病
院
)
に
よ
る

同
時
二
機
出
動
の
実
態
を
紹
介
し
、
両
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ

ス
テ
ム
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
連
携
の
重
要
性
を
伝

え
、
今
後
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い

て
、
県
境
を
ま
た
い
だ
出
動
要
請
こ
そ
が
有
効
な
運
用
に

繋
が
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

こ
の
後
、
松
本
先
生
、
豊
田
先
生
、
中
川
の
三
名
と
会

場
の
参
加
者
で
活
発
に
意
見
を
交
換
し
た
。
特
に
運
用
開

始
予
定
(
当
時
)
の
順
天
堂
伊
豆
長
岡
病
院
や
長
野
県
、

さ
ら
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
が
な
さ
れ
て
い
な
い
岐
阜
県

か
ら
の
参
加
者
の
質
問
が
目
立
っ
た
。

お
わ
り
に

現
在
(
二

O
O
五
年
九
月
)
で
は
全
国
一

O
か
所
で
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
お
り
、
高
速
道
路

上
の
着
陸
事
例
も
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
需
要
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に

期
待
さ
れ
る
活
躍
の
場
と
し
て
大
規
模
災
害
対
応
が
あ

る
。
こ
れ
は
小
型
機
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は
お
の
ず

と
搬
送
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
全
国
の
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
有
効
な
運

用
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
が
一
般
社
会
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
で
、

国
、
地
方
自
治
体
双
方
の
財
政
難
と
い
う
極
め
て
切
実
な

問
題
も
抱
え
て
い
る
と
い
う
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

客
観
的
な
デ
i
タ
分
析
に
基
づ
く
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
有
効

性
を
社
会
に
向
け
発
信
す
る
こ
と
が
待
た
れ
る
。
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塵密密密盟盟

教
喬
訓
練
事
業

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を
対
象
と
し

て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た

め
、
東
京
研
修
所
及
ぴ
九
州
研
修
所
に
お
い
て
次
の
と
お
り
研

修
を
実
施
し
た
。

前
期
(
東
京
研
修
所
第
二
六
期
及
ぴ
九
州
研
修
所
第
一
九

期
)
の
研
修
は
、
平
成
一
六
年
四
月
六
日
か
ら
九
月
二
七
日
ま

で
の
六
か
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修
所
に
一
二

0
0

人
、
九
州
研
修
所
に
二

O
O
人
が
入
学
し
、
東
京
研
修
所
は
二

九
八
人
、
九
州
研
修
所
は
一
九
九
人
が
卒
業
し
た
。

後
期
(
東
京
研
修
所
第
二
七
期
及
び
九
州
研
修
所
第
二

O

期
)
の
研
修
は
、
平
成
一
六
年
一

O
月
五
日
か
ら
平
成
一
七
年

三
月
一
一
一
一
日
ま
で
の
六
か
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研

修
所
に
三

O
O
人
、
九
州
研
修
所
に
二

O
O
人
が
入
学
し
、
東

京
研
修
所
は
二
九
九
人
、
九
州
研
修
所
は
全
員
が
卒
業
し
た
。

研
修
内
容
は
、
高
度
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
に
必
要
な
専

門
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
に
つ
い
て
講
義
を
中
心
と
し
た
授

業
を
行
っ
た
ほ
か
、
臨
地
実
習
と
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
模

擬
実
習
)
、
臨
床
実
習
(
病
院
実
習
)
及
び
救
急
自
動
車
同
乗

実
習
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
臨
床
実
習
に
つ
い
て
は
一
七
九

の
医
療
機
関
(
四
七
都
道
府
県
)
に
研
修
生
を
派
遣
し
た
。

な
お
、
国
家
試
験
の
結
果
(
現
役
の
み
)
に
つ
い
て
は
、
前

期
は
東
京
研
修
所
が
二
九
七
人
、
九
州
研
修
所
が
一
九
九
人
合

格
し
、
後
期
は
東
京
研
修
所
が
二
九
四
人
、
九
州
研
修
所
が
二

0
0
人
合
格
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
研
修
所
の
卒
業
生
で
国

家
試
験
に
合
格
し
た
者
(
再
受
験
者
を
含
む
)
は
、
第
一
期
か

ら
の
合
計
で
一

O
、
二
二
五
人
と
な
っ
た
。

調
査
研
究
事
業

H
救
急
業
務
先
進
国
に
お
け
る
救
急
制
度
に
関
す

る
調
査
研
究

平
成
一
六
年
一
一
月
二
日
か
ら
一
一
月
一
一
日
の
一

0
日

間
、
谷
川
攻
一
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
救

急
医
学
教
授
を
中
心
と
し
た
調
査
団
を
編
成
し
、
米
国
ピ
ッ

ツ
パ

1
グ
、
オ
l
ラ
ン
ド
及
び
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
お
い
て
、

パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
の
初
期
養
成
教
育
、
地
域
に
お
け
る

M
C

体
制
、
パ
ラ
メ
デ
イ
ツ
ク
制
度
の
課
題
と
そ
の
解
決
へ
向
け

た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

同
救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研

究
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
関
わ
る
救
急
業
務
及

び
救
急
医
療
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
平
成
一
六
年
度

は
二
件
の
研
究
を
行
っ
た
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
「
救
急
の
課
題
等
検
討
委
員
会
」

(
委
員
長
一
山
本
保
博
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
科
主
任
教

授
)
に
お
い
て
、
研
究
課
題
を
決
定
し
、
一
件
は
「
A
E
D

講
習
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
職
種
の
検
討
」
を
慶
麿
義
塾

大
学
へ
、
も
う
一
件
は
「
早
期
除
縮
動
達
成
の
た
め
の
基
礎

的
事
項
の
検
討
」
を
川
崎
市
救
急
業
務
検
討
委
員
会
へ
そ
れ

ぞ
れ
研
究
委
託
し
た
。

同
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

全
国
の
救
急
隊
員
等
を
対
象
と
し
て
、
実
務
的
な
観
点
か

ら
の
研
究
発
表
及
ぴ
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
、
救
急
業
務

の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
二
二
回

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
「
救
急
の
明
日
を
拓

く
飛
躍
の
ス
テ
ー
ジ
へ
」
を
メ
イ
ン
テ
l
マ
と
し
て
、
平

成
一
七
年
一
月
二
七
日
・
一
一
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
川

崎
市
消
防
局
と
共
同
で
開
催
し
た
。
川
崎
市
教
育
文
化
会
館

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
た
三
会
場
で
実
施
さ
れ
、
全
国
か
ら

三
、
一

O
一
名
の
救
急
隊
員
等
が
参
加
し
た
。

「
変
わ
り
ゆ
く
救
急
業
務
と
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
制
」
を
テ

l
マ
に
、
明
石
勝
也
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

病
院
院
長
に
よ
る
特
別
講
演
の
ほ
か
、
戦
略
ア
ナ
リ
ス
ト
の

青
山
繁
晴
氏
よ
り
「
集
団
災
害
に
学
ぶ
危
機
管
理
」
と
題
し

た
記
念
講
演
や
佐
藤
喜
宣
杏
林
大
学
医
学
部
法
医
学
教
室
主

任
教
授
、
竹
田
省
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦

人
科
教
授
に
よ
る
教
育
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
「
増
え

つ
づ
け
る
救
急
件
数
へ
の
取
り
組
み
」
、
「
救
急
現
場
に
お
け

る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」
及
び
「
N
B
C
災
害
へ

の
取
り
組
み
」
を
テ
l
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

る
な
ど
活
発
な
討
議
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

同
救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
、
傷
病
者
に
対
す
る
救

命
効
果
の
向
上
等
に
資
す
る
た
め
、
救
急
業
務
に
関
す
る
先

進
的
な
調
査
研
究
事
業
を
実
施
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
研

究
助
成
を
行
っ
た
。

助
成
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
「
救
急
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
助
成
審
査
委
員
会
」
(
委
員
長
一
島
崎
修
次
杏
林
大
学

医
学
部
救
急
医
学
教
室
教
授
)
の
審
査
に
よ
り
、
次
の
六
団

体
を
決
定
し
た
。

〔
助
成
田
体
〕
慶
鷹
義
塾
大
学
病
院
救
急
部
長
代
行
堀
進
倍

「
C
P
R
+
A
E
D
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
普
及
に

O O 
関
す
る
研
究
」

神
戸
市
看
護
大
学
学
長

清
子

山
出
川
川
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「
院
外
心
姉
停
止
の
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
・
家
族
を
対
象

と
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
・
普
及
に
関
す
る
取
り
組
み

の
実
態
」

O 

第
二
回
つ
く
ば
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
技
能
競
技
会
実

行
委
員
会
委
員
長
(
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
救
命
救

大
橋

O 

教
良

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
に
お
け
る
プ
レ
ホ

ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
(
い
わ
ゆ
る
救
急
ラ
リ
l
)
の
有

用
性
に
関
す
る
研
究
」

大
阪
府
立
泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
副
医
長
東
平

日
出
夫

「
病
院
前
救
護
活
動
記
録
と
入
院
後
経
過
記
録
を
関
連

づ
け
た
包
括
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
と
検
証
作
業
を
適

切
に
行
う
た
め
の
臨
床
指
標
の
研
究
」

財
団
法
人
東
京
救
急
協
会
稲
葉
昇

「
応
急
手
当
講
習
の
指
導
者
テ
キ
ス
ト
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
」

所
沢
市
消
防
本
部
中
央
消
防
署
長

急
セ
ン
タ
ー
長
)

O 

守
夫

O 

佐
藤

「ポ
l
タ
l
マ
ッ
ト
・
タ
ー
ボ
リ
ン
担
架
・
平
担
架
・

ス
ク
ー
プ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

I
・
パ
ッ
ク
ボ

1
ド
の
機
能
を

合
わ
せ
持
つ
多
機
能
担
架
の
開
発
」

普
及
啓
発
・
拡
報
事
業

ハ
門
広
報
事
業

①
財
団
機
関
誌
発
行
事
業

財
団
の
諸
事
業
及
び
活
動
内
容
を
広
く
関
係
者
に

P
R

す
る
と
と
も
に
、
救
急
に
関
す
る
情
報
等
を
幅
広
く
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
消
防
機

関
及
ぴ
医
療
機
関
と
の
連
携
の
強
化
に
資
す
る
た
め
、
機

関
誌
「
救
急
救
命
」
を
定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
。

平
成
一
六
年
度
は
、
第
一
二
号
を
平
成
一
六
年
五
月
、

第
二
二
号
を
平
成
一
六
年
一
一
月
に
各
七
、

0
0
0
部
発

行
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

②
「
救
急
の
日
」
出
展
に
よ
る
財
団
紹
介
広
報
事
業

平
成
一
六
年
九
月
九
日
か
ら
一
一
日
の
問
、

J
R
東
京

駅
丸
の
内
北
口
ド

1
ム
で
行
わ
れ
た
「
救
急
の
日
二

0
0

四
」
の
行
事
に
お
い
て
、
当
財
団
の
事
業
及
び
活
動
を
広

く
国
民
に
広
報
す
る
た
め
、
事
業
活
動
パ
ネ
ル
を
出
展
し

た。

同
応
急
手
当
等
普
及
啓
発
資
器
材
等
の
支
援
事
業

①
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

i
及
び
応
急
手
当
講

習
用
テ
キ
ス
ト
等
の
寄
贈

消
防
機
関
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
普
及
啓
発
の
講
習
会
で
使
用
す
る
「
心
肺
蘇

生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

l
」
、
「
応
急
手
当
講
習
テ
キ
ス

ト
」
及
ぴ
「
応
急
手
当
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
付
感
染
防
止
用
シ

ー
ル
ド
」
を
一
三
四
団
体
に
寄
贈
し
た
。

②
救
急
普
及
啓
発
広
報
車
の
寄
贈

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
「
救

急
普
及
啓
発
広
報
車
」
を
製
作
し
、
二
団
体
(
富
山
県
富

山
市
消
防
本
部
、
島
根
県
江
津
邑
智
消
防
組
合
)
に
寄
贈

し
た
。

③ 

「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
付

救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
肺
蘇
生
法
を
中
心
と

し
た
適
切
な
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推
進
を
図
る
た

め
、
「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
約
八
万
枚
作
成
し
、

医
療
機
関
、
都
道
府
県
消
防
主
管
課
及
ぴ
消
防
本
部
等
に

配
付
し
た
。

市
民
に
よ
る
除
融
動
の
普
及
に
係
る
寄
贈
事
業

消
防
機
関
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
推
進
の

一
環
と
し
て
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

(
A
E
D
)
の
使

用
を
含
め
た
新
た
な
応
急
手
当
講
習
を
支
援
す
る
た
め
、

A
E
D
を
モ
デ
ル
的
に
九
八
団
体
に
寄
贈
し
た
。

④ 

同
応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

救
命
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
住
民
組

織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す
る
応
急
手
当
の
講

習
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

平
成
一
六
年
度
は
、
地
域
の
防
火
紡
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
」
を
通
じ
て
、
応
急
手
当
の
普
及
実
践
活
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
、
財
団
法
人
日
本
紡
火
協
会
へ
の
委
託

に
よ
り
、
全
国
二

O
地
域
で
応
急
手
当
講
習
会
が
開
催
さ

れ
、
二
、

O
八
四
人
の
普
通
救
命
講
習
修
了
者
が
養
成
さ
れ

た。
四

救
急
体
制
強
化
事
業

ハ
門
ニ
相
性
波
形
除
細
動
器
の
導
入
に
関
す
る
支
援

各
消
防
機
関
に
お
け
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
(
二
相
性

波
形
式
)
の
早
期
導
入
を
支
援
し
、
救
急
体
制
の
強
化
を
図

り
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
七
六
消
防
本
部
の
除
細
動
器
導
入
経
費
の
一
部
に
つ
い

て
助
成
し
た
。

同
気
管
挿
管
講
習
受
講
に
係
る
支
援

既
に
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
消
防
職
員
を
対
象
と

し
て
、
各
地
域
で
急
ぎ
実
施
さ
れ
る
気
管
挿
管
に
係
る
追
加

講
習
事
業
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、
全
国
で
ニ
、

O
九
二
人
(
六
一
回
)
に
対
し
て
行
わ
れ
た
講
習
実
施
経
費

の
一
部
に
つ
い
て
助
成
し
た
。

五

救
急
基
金
事
業

住
民
か
ら
の
広
範
な
寄
付
に
よ
り
造
成
さ
れ
て
い
る
救
急
基

金
の
運
用
益
を
活
用
し
、
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

1

一
体
、
応
急
手
当
講
習
テ
キ
ス
ト
五

O
O
冊
を
山
口
県
下
関
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
及
び
埼
玉
県
比
企
広
域
消
防

本
部
の
二
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
た
。
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第14回全国救急隊員シンポジウム開催プロクラム(案)
開会式会場(展示ホールA)収容人員2，000人

1 I 9 : 00 ヨ10: 00 
開場・受付

開会式 挨拶:財団法人救急振興財団・新潟市
紹介:総務省消防庁・厚生芳働省・新潟県・社団法人日本医師会・日本救急医学会・日本臨床救急医学会・全国
消防長会・財・団法人全国市町村振興協会・社団法人新潟県医師会・社団法人新潟市医師会

ーユ， I 

ヨ |

10 : 30 

12 : 00 

13 : 15 
13 : 30 

報告:運営委員長報告

特別討論 「我が国のメデイカルコントロール体制J
座:昭和大学救急医学講座主任教授有賀徹
シ:市立堺病院横田順一朗 新潟市民病院救命救急センター広瀬保夫
広島大学医学部救急医学講座谷川攻ー 福岡市消防局 新潟市消防局 土浦市消防本部

オ:総務省消防庁・厚生労働省

第1会場(展示ホールA)収容人員2即日人|第2会場(メインホール)収容人員1，000人|第3会場(国際会議場)収容人員550人

イ木 憩 (昼食 ) 

デモンストレーション
「集団救急災害への取組み」

~図上訓練からのアプローチ~
第l部 「集団救急災害への気付きのワ

ークショ ップ」
講:危機管理対策機構事務局長

細坪信二

ケーススタディ
「事例に学ぶ救急、業務と訴訟問題J
講:宮津潤法律事務所 宮津 潤
杏林大学総合政策学部教授

橋本雄太郎
司:京都市消防局

ミ二レクチャー 1• 1I ・m.y
1 1意識障害のピットフォール」
~視点と対策~
講:東京医科大学救急医学教室教授 行岡 哲男
司:救急救命東京研修所
研修部研修諜課長補佐緒方 毅
II 1小児救急のピットフォール」
~視点と対策~

第2部 「図上で学ぶ集団救急災害対応」
講:富士常葉大学環境防災学部助教授

小村隆史

15 : 00 1ファシリテ}タ:大阪府立千里救命救急センタ
一所長 甲斐達朗|休憩

講:国立成育医療センター

手術集中治療部部長宮坂勝之
司:金沢市消防本部

15 : 15 1 シンポジウム 田「高齢者救急のピ ットフォール」

第3部 フリーデイスカ ッショ ン ~座「アシ効各果厚地名厚自的拍域古木本医な屋市の科市救太取市立消急字消病防り救隊急組本防院員Eみ局部学のか講教座ら育教~掻訓練の検討J 1 ~視点と対輩~座:東京消防庁 講:巣鴨病院院長 安田和弘

パ:危機管理対策機構 細坪信二 鈴川正之 司:敦賀美方消防組合消防本部

富士常葉大学環境防災学部 上出正之 町ステップアップ
小村 隆史 「モニタ一心電図の解読と利用法」

総務省消防庁 調協本市医科大学 池上敬一 講救急救命東京研修所教授

長岡市消防本部 草加療消防本部 徳永尊彦
魚沼市消防本部 熊本医センター 高橋 毅司:松本広域消防局

熊本市消防局
旭川医科大学 玉川 進

16 : 45 紋別地区消防組合消防本部

17 : 30 

9 : 00 開場

9 : 10 教育講演 事例発表 ライブセッション

「救急業務におけるプライパシーの保護 1 J R福知山線列車脱線転覆事故の対応」 II 1実践分娩介助」
と個人情報の取扱いについてJ~個人情 座:神戸市消防局 講-北里大学病院教授 海:野信也

|報保護法附開法を踏まえて~ 助:千里救命救急センター所長 甲斐 達朗 司:相模原市消防本部

講:東海大学法学部教授 宇都木伸 発 :尼崎市消防局

司.仙台市消防局 兵庫県災害医療センター

10 : 40 1 

10 : 50 

休憩

フリーディスカッション
「プレホスピタルケアの未来を語る」
司:
シ:匡l士舘大学体育学部スポーツ医科学
科救急医学 田中秀治
帝京大学医学部救命救急センター

坂本哲也
東京消防庁
宇部市消防本部

12 : 20 1 読売新聞東京本社医療情報部 山口 博弥

休憩

12 : 30 1 閉会式 挨拶:新潟市消防局
12 : 40 1 財団法人救急振興財団

尼崎中央病院

神戸市消防局

特別講演
心肺蘇生法はどう変わるか

~ILCOR2005の紹介~

中山伸一
吉田静雄

講:救急救命九州研修所教授 畑中 哲生
司:倉敷市消防局

1 1実践 トリアージj
~スタートトリアージを学ぶ~
講:札幌医科大学附属病院高度救命救急

センター教授 浅井康文
北海道消防学校 武山佳洋

司:札幌市消防局

※発…発表者、講…講師、助…助言者、座…座長、司…司会、オ…オブザーパ一、ア…アドバイザ一、シ…シンポジス卜、パ…パネリスト
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第4会場(中会議室201)収容人員200人

ランチタイムセミナー I 
11心停止に用いる代表的な薬剤」
I 1講 :新潟大学大学院医歯学綜合研究科器官

第5会場(中会議室301)収容人員200人

ランチタイムセミナ- 1I 
「呼吸管理と気管挿管J
講:新潟県立中央病院救命救急センター長

.INFORMATION ・

第6会場(中会議室302)収容人員200人

ランチタイムセミナ-m
「小児外傷J
講:長岡赤十字病院救命救急センター長

制御医学講座救命救急医学分野教授 遠藤
司:新潟市消防局

裕| 丸山正則 内藤万砂文

一般発表 I
「自由演題」

司:上越地域消防事務組合消防本部

一般発表E
「自由演題」

司:長岡市消防本部

ポスターセッション I
「自由演題」

座:秋田市消防本部
助:秋田赤十字病院救急部長

発:消防関係者 5名

座:盛岡地区広域行政事務組合消防本部

藤田 康雄|助:岩手医科大学

司:救急救命九州研修所研修部研修課課長補佐
日野俊昭

一般発表E
「自由演題」
座-山形市消防本部

助 :東北中央病院第二内科部長

発:消防関係者 5 ~I 

一般講演
「救急救命士の気管挿管の現状」

~現場で活きる知識と技術~
講:国立大阪医療センター
救命救急センター長

司.東大阪市消防局

一般発表四
「応急手当の普及活動J
座:愛川町消防本部

金谷 透

定光大海

助:東海大学医学部救命救急医学助教授 山本五十年
発:消防関係者 5名

発:消防関係者 5名 発:消防関係者 7名

一般発表U ポスターセッションE
「自由演題」 「自由演題J
座.福島市消防本部 司:徳島市消防局

助・福島県立医科大学問属病院救急部長 発.消防関係者 7名
国勢長一郎

発:消防関係者 5名

一般発表V 一般発表U
「自由演題」 「自由演題」
座:登米市消防本部 座:八戸地域広域市町村ー圏事務組合消防本部

助:登米市立豊里病院津山診療所所長 伊藤 規雄 助:八戸市立市民病院副院長 前回朝平

発:消防関係者 5名

‘ ‘w 
‘ 

発:消防関係者 5名

日程:平成18年1月26日休)、27日幽
受付 9: OO~ 
会場:朱鷺メッセ(新潟県新潟市万代島 6-1) 

放急救命第15号 40



当財団では、プレホスピタル・ケアの充実、傷病者の救命率の向上等に資するため、救急業務に

関する先進的な調査研究を行う団体に対して、調査研究実施に必要な経費の助成を行っておりますO

平成18年度の調査研究助成の概要は次のとおりとなっております。

目助成対象団体|

原則として、医療機関 (4団体)及び消防機関 (2団体)

なお、告地域メディ力ルコントロール協議会等において研究を行う場合芯ども含まれます。

因調査研究テーマ|

近年における救急救命士の処置範囲の拡大や救急医療の進展の動向等に対応し、プレホスピタル・ケアの充

実や救急業務の高度化に資する調査研究を幅広く対象とします。

※週去に行われた調査研究のテーマとしては、「救急車内でのモニター機器のコードレス化への試み」、

「日米における薬剤投与教育体制の差異についての研究」などがあります。

・今後のテーマとしては、例えば次のようなものが挙Ij'Sれます。

・救急救命士等に対する効果的な病院実習や再教育の方策と検証。

・救急隊員の標準課程教育プログラムのあり方と効果測定の方策に関する調査研究0

・各種の疾患に応じた救急救命処置の将来的なあり方とドクター力一等での検証。

・救急現場や救急車内に適した救急資器材の開発・改良(小型-軽量化等)に関する先進的な調査研究0

• PADの普及に関する研究。
• BLS講習の効果的、実践的な普及方策に関する調査研究0
・救急需要対策に関する研究。

・救急に関する情報処理の効率化。

・その他、地域の特性に応じた救急活動の事後検証システムに関すること、救急活動に関する告種ブ口

トコールに関すること、救急隊の効率的運用策に関することなど。

回調査研究期間|

平成18年4月1日かう平成19年3月31日まで

目助成金額|

1団体150万円を上限とします。

0助成金の使途は、主として研究に直接要する物品の購入費用、その他調査研究推進に必要な費用並びに
調査研究成果物の刊行費用とします。(アンケ-ト処理のためのパソコン等購入費用、調査旅費などは

除きます。)

回選考及び通知|

当財団の「救急に関する調査研究事業助成審査委員会Jにおいて審査選考し、申請者に結果を通知します。

回その他|

回助成団体代表者は、調査研究期間の終了後2ヶ月以内に助成対象事業完了報告書及び調査研究成果物5

部を提出するものとします。

固調査研究成果の発表に際しては、当財団の助成を受けた調査研究であることを明らかにすることとしま

す。また、当財団は調査研究成果物の内容の全部または一部を、刊行物その他適宜の方法をもって発表

することができます。

固その他については、 「救急に関する調査研究事業助成要綱」によります。

回応募方法
所定の申請書に必要事項を記入のうえ、財団あてに送付。

(申請書は当財団ホームページからダウンロードまたは請求により送付)

四 日192-0364 東京都八王子市南大沢4-6
申請書送付先|

l 財団法人救急振興財団企画調査課熊倉

困応募締切日|平成18年l月31日(火) {当日必着〉

目問い合わせ先| 企画調査課坂口熊倉 TEL: 0426-75-9931 FAX: 0426-75-9050 
l 財団法人救急振興財団 ホームページ http://www.fasd.or.jp



|ブレセゃントコーナー 4 
官製はがき、もしくはメールにて

①住所、 ②氏名、 ③年齢、 ④職業、 ⑤15号を読んで印象に残った記事、その他ご意見、ご感想
などをご記入のうえ、

干192-0364東京都八王子市南大沢4-6 財団法人救急振興財団
E-mail: Iくikalくu-info@fasd.or.jpまでお送りください。
締切:平成18年1月31日
応募者多数の場合は抽選で50名様にオリジナjレ携帯クリーナーをプレゼン卜いたします。プレゼントの発送をもって発表に代えさせていただきます。

V 
“ ~1:7 

『救急、救命』編集室

インフォメーション

『均売予勅命Jでは 皆支安からの情報をまミ待ちしておりま
『救急救命』編集室では、読者の皆さまからの様々な情報や投稿を随時受け付けています。

以下の要領を参照のうえ、どしどしお寄せください。

.一工夫した救命講習会や応急手当の普及活動 (自薦 他薦どちらでも構いません)

.読者に広く知らせたい (消防本部などの)救急に関する取組みについて

・印象に残っている講習会 ・エピソード

・掲載記事に関するご意見-ご要望 など

*上記に該当しないものでも救急に関する事項であれば、どんなことでも結構です。ま

た、取材を希望される消防本部又は救急関係団体は、編集室までご連絡ください。

*情報提供の形式は聞いません。電話、FAX、電子メ ル又は郵送などでお寄せくだ
さい。

-E盟国圃

〒192-0364東京都八王子市南大沢4-6財団法人 救急振興財団 『救急救命』編集室
T E L 0426-75-9931 FAX 0426-75-9050 E-mail: kikaku-info@fasd.or.jp EI}~'aø.霊園

四
月
か
ら
職
員
と
し
て
研
修
所
に
勤
務
し
、
研

修
生
の
姿
を
七
年
前
の
自
分
と
重
ね
な
が
ら
業
務

に
就
い
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
訓
練
を

一
般
公
開
し
た
際
に
、
研
修
所

近
隣
の
小
学
校
か
ら
大
勢
の
児
童
が
見
学
に
来
て

お
り
、
小
さ
な
目
で
し

っ
か
り
と
訓
練
を
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。

額
に
汗
を
し
、
懸
命
に
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
す

る
研
修
生
の
姿
は
、
小
学
生
の
目
に
ど
の
よ
う
に

映

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一

人
で
も
多
く
の
小
学

生
に
命
の
尊
さ
が
伝
わ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
研
修
生
も
そ
の
来
場
者
が
真
撃
に
見
学

し
て
い
た
眼
差
し
を
忘
れ
ず
に
、
救
急
救
命
士
の

責
任
の
重
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

平
成

一
八
年
四
月
か
ら
、

薬
剤
投
与
が

一
定
の

教
育
を
終
了
し
た
者
に
処
置
拡
大
さ
れ
ま
す
が
、

救
急
救
命
士
は
、
処
置
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
と

も
に
、

責
任
も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
を
留
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
も
救
急
救
命
士
研
修
に
携
わ
る
者
と
し

て
、
救
急
救
命
士
の
責
任
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

(雅
)
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救急振興財団のホームページ

からパックナンバーをご覧い

ただけます。

2005年11月30日
『救急救命』編集委員会

佐野徹治

財団法人救急振興財団

干192-0364 東京都八王子市南大沢4-6
T E L 0426-75-9931 FAX 0426-75-9050 
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宝くじの収益金は、 邑当~
身近な街づくりに役立っています

暮ちしのさまざまな場面で

お役に立っている宝くじの収益金。

たとえば近年では、

緑いっぱいの公園施設にオカピ舎を作りました。

これかちも、大当たりの夢のお隣りで、

優しい営みを続けていきます。

⑧想日本宝〈じ協会
( 当せんはしっかり調べて、しっかり換金。 )

http://www.takarakuji.nippon-net.ne.jp -外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止されています二
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